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新 座 だ より 

十文字学園女子大学・短期大学部 

特集s北京語言大学と十文字学園が
「友好校提携協定」に調印

sインターンシップ体験ストーリー
06s新着トピックス 本学園創立者「こと先生」の教育力／ふるさと支援隊

08s教育・研究最前線 齋藤麗子教授／海外研修レポート・鈴木弘貴准教授

10s十文字ニュース　 横須賀学長代行が学生総会で「新体制」を説明　etc.

13s平成21年度 決算の概要 14sこちら編集部・第44回桐華祭情報

16s学科トピックス 18s公開講座＆入試情報 20sスポットライト

『新座だより』学生編集部は、これまで学内外
で活躍する学生やOG、先生方に取材し、その
様子を文章や写真で伝えてきました。あまり知
られていないゼミの活動、留学生との交流な
ど、積極的な学生たちの姿を多くの人に伝え
たい。伝えることの喜びを大切に、大学生の目

線で『新座だより』をつくってきました。これか
らも本誌を盛り上げ、また学園全体もにぎわ
せていきたいと思っています。33号も、多くの
学生があらゆる方面で活躍しています。どう
ぞ、ご注目ください！

（加藤優美：編集長）
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Spotlight on Campus

本学は、カナダのブリティッシュ・コロンビア州にあるノーザンライツ

カレッジと交換留学生協定を結んでおり、５月８日（土）から８月３日（火）

までの約３カ月間にわたりブリタニー・ヴァンデンフーヴェルさんを留学

生として受け入れました。ブリタニーさんは、本学の卒業生・小山茜さん

宅にホームステイしながら新座キャンパスに通学。京都・広島の観光地

や富士山を訪れ、日本の文化や習慣に触れる貴重な体験をしました。

今回初めて日本語を学んだブリタニーさんと、ホストファミリーの小山

さんから、それぞれ本学へ寄せられたメッセージを紹介します。

「すぐにでも日本に戻りたい」
カナダの留学生から感動のメール

本当の妹のようなブリタニーに
たくさんの「ありがとう」を
小山 茜さん（幼児教育学科2008年卒／台東区立田原幼稚園教諭）

ブリタニーは、私の本当の妹のようでした。
彼女は日本語の覚えが早く、私たちとの会話はなんだか滑稽。母が「お

茶はホット？ コールド？」と聞けば、彼女が「熱いのがいい」と答え、私が
「OK？」と確認すれば「大丈夫」と笑うのです。
毎日の生活においても、ブリタニーのほうがよほど日本人らしく感じま
した。玄関で靴を脱げばきちんとそろえ、食事の前後にしっかりと手を合
わせる。自分の生活をふり返ってしまいました。
この3カ月間でいくつの「ありがとう」があっただろうと考えると、手を

使っても、足を使っても足りません。ブリタニーが小山家に来てくれたこと
に心から感謝しています。また、このような機会を与えてくださった大学の
方々にも心より感謝いたします。ありがとうございました。

みなさんは わたしに とてもしんせつで 

れいぎただしい。 

わたしの きぼうは すぐに にほんへ もどる

こと。 

じゅうもんじの みなさん ありがとう。 

小山さんの家の前で。すっか
り日本の文化になじんだブリタニー
さんはお母さんとも大の仲よしに。

家族で広島へ旅行。宮島の厳島神社
で、ブリタニーさんは日本の伝統美に
感嘆の声を上げていたそう。

写真提供：北京語言大学

写真提供：北京語言大学

『新座だより』の誌面づくりは、私の大
学生活のなかでとても大きな存在でし
た。取材を通して本学の学びや地域との
連携などがよくわかり、視野がぐっと広が
りました。
読者の皆さんには、自分とかかわりの

ある学科だけでなく、学内の多彩な講義
や行事についてもっと知っていただきた

いと思います。そして、その案内役として、
『新座だより』を多くの人に読んでいただ
けることを願っています。学生編集部に
は、号数を重ねるごとに誌面をパワーア
ップさせていってほしいと思います。何よ
りも、楽しんで誌面づくりに取り組んでく
ださい。
（前編集長・解説委員長：吉岡彰子）

新体制になった学生編集部に、乞うご期待！

編集長
加藤優美

総合デスク 副編集長
上野志織
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十
文
字
一
夫
理
事
長（
学
校
法
人
十
文

字
学
園
）を
団
長
と
す
る
中
国
訪
問
団
は
、

２
０
１
０
年
4
月
26
日
（
月
）、中
国
の
重

点
大
学
で
あ
る
北
京
語
言
大
学（
崔
希
亮

学
長
）と
学
校
法
人
十
文
字
学
園
と
の
友

好
校
提
携
協
定
に
調
印
し
た
。協
定
は
互

恵
平
等
の
原
則
に
基
づ
く
広
範
囲
の
有

機
的
交
流
を
う
た
っ
て
お
り
、今
後
、教
職

員
交
流
を
軸
に
学
生
交
流
な
ど
の
具
体

化
を
図
る
。

北
京
語
言
大
学
は
、世
界
各
国
か
ら
約
９

０
０
０
人
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
、多
数
の

外
交
官
を
輩
出
し
て
い
る
語
学
系
屈
指
の

国
立
大
学
で
あ
り
、本
学
園
と
中
国
の
大
学

と
の
提
携
は
初
め
て
。今
回
の
調
印
は
２
０

１
１
年
度
か
ら
の
十
文
字
学
園
女
子
大
学

改
組
に
よ
る
新
体
制
ス
タ
ー
ト
、そ
し
て
本

学
園
史
を
刻
む
２
０
１
２
年
２
月
の
創
立
90

周
年
へ
の
序
幕
と
な
っ
た
。

北
京
語
言
大
学
の
崔
学
長
か
ら
は
、十

文
字
理
事
長
に
対
し
て
積
極
的
か
つ
特
色

の
あ
る
相
互
交
流
に
向
け
た
基
本
姿
勢
が

伝
え
ら
れ
、十
文
字
理
事
長
は
、今
回
の
調

印
を
機
に
十
文
字
学
園
女
子
大
学
・
短
期

大
学
部
・
留
学
生
別
科
は
も
と
よ
り
、
十

文
字
中
学
・
高
校
、
附
属
幼
稚
園
を
見
据

え
た
一
貫
教
育
と
、こ
れ
を
担
う
教
職
員

交
流
・
学
生
交
流
な
ど
を
具
体
化
さ
せ
て

い
く
決
意
を
表
明
し
た
。

ア
ジ
ア
の
世
紀
と
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
を

展
望
し
た
友
好
校
協
定
締
結
は
、本
学
園

が
創
立
以
来
築
い
て
き
たW

o
m
e
n
's

S
tudies

の
視
点
に
よ
る「
女
性
教
育
」の

新
境
地
を
開
き
、来
年
度
か
ら
始
ま
る
十

文
字
学
園
女
子
大
学
の
新
し
い「
人
間
生

活
学
部（
届
出
済
）」体
制
展
開
の
重
要
な

柱
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

調
印
式
は
、4
月
26
日
午
前
10
時
か
ら

北
京
市
内
の
北
京
語
言
大
学
大
会
議
室
で

行
わ
れ
た
。北
京
語
言
大
学
側
か
ら
は
崔

学
長
を
は
じ
め
、国
際
交
流
、人
事
、教
務
、

学
生
、出
国
部
等
の
幹
部
約
10
名
が
出
席
、

さ
ら
に
同
大
日
本
語
科
の
学
生
10
余
名
も

同
席
し
た
。十
文
字
学
園
側
は
、十
文
字
理

事
長
、
十
文
字
佑
子
理
事
（
附
属
幼
稚
園

長
）、横
須
賀
薫
学
長
代
行
ら
一
行
７
名
が

臨
ん
だ
。

冒
頭
、崔
学
長
が
、北
京
語
言
大
学
と
本

学
園
の
本
格
的
な
交
流
の
意
義
を
述
べ

た
。こ
れ
に
対
し
、十
文
字
理
事
長
は
両
校

の
こ
れ
か
ら
の
交
流
を
通
し
て
、創
立
以

来「
女
性
教
育
」の
草
分
け
と
し
て
日
本
で

歩
ん
で
き
た
本
学
園
の
歴
史
を
国
際
的
規

模
で
前
進
さ
せ
る
意
欲
を
語
っ
た
。

両
校
の
沿
革
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
後
、

今
後
の
交
流
の
方
向
性
に
つ
い
て
協
議
が

行
わ
れ
、横
須
賀
学
長
代
行
は「
ま
ず
教
職

員
交
流
か
ら
具
体
化
さ
せ
た
い
。こ
れ
に

よ
り
学
生
交
流
が
活
発
化
す
る
と
確
信
す

る
」と
、教
職
員
交
流
を
軸
と
し
た
積
極
的

取
り
組
み
が
学
生
間
の
交
流
を
牽
引
す
る

見
解
を
示
し
、こ
れ
か
ら
の
本
格
的
交
流

の
た
め
の
窓
口
を
両
校
の
関
係
部
局
に
設

置
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

語
学
系
名
門
校
と
の
提
携
で

本
学
新
体
制
に
大
き
な
弾
み

崔
学
長
と
十
文
字
理
事
長

交
流
の
前
進
誓
い
調
印

ア
ジ
ア
の
世
紀
に
息
づ
く

特
色
あ
る
交
流
の
実
現
を

教
職
員
交
流
を
軸
に
学
生
交
流
を
促
進

ア
ジ
ア
で
拓
く「
女
性
教
育
」の
新
境
地

調
印
式
に
続
き
、
北
京
語
言
大
学
キ
ャ

ン
パ
ス
図
書
館
近
く
の
中
庭
で
記
念
植
樹

が
行
わ
れ
た
。
調
印
式
に
出
席
し
た
北
京

語
言
大
学
日
本
語
科
の
学
生
が
、
上
品
な

黄
色
の
花
を
つ
け
た
高
さ
約
３
メ
ー
ト
ル
の

モ
ク
レ
ン（
中
国
名
・
玉
蘭
）の
木
を
取
り

囲
む
な
か
、十
文
字
理
事
長
、十
文
字
佑
子

理
事
、横
須
賀
学
長
代
行
と
崔
学
長
ら
北

京
語
言
大
学
の
幹
部
が
丁
寧
に
そ
の
根
に

土
を
か
け
、モ
ク
レ
ン
の
木
の
生
長
と
相
互

交
流
の
発
展
を
祈
っ
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
メ
イ
ン
ロ
ー
ド
中
庭
に

植
樹
さ
れ
た
モ
ク
レ
ン
の
前
に
は
、両
校
の

末
永
い
友
好
を
願
う
松
の
木
の
札
が
立
て

ら
れ
、十
文
字
理
事
長
は
、「
モ
ク
レ
ン
の
木

の
生
長
を
ま
た
見
に
来
る
の
が
楽
し
み
で

す
」と
、崔
学
長
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
。

北京語言大学

世界中の留学生が学ぶ
中国屈指の国際派大学

「外国留学生高等予備学校」として1962
年に設立された北京語言大学は、中国
語・中国文化の教育で国内外から高い評
価を得ている国立大学。国家重点大学の
ひとつに数えられ、創立以来、176余りの国
と地域から10万人におよぶ留学生を受け
入れてきた。在学生2万7430人のうちのべ
8871人を留学生が占め、39カ国・地域の
210大学・教育機関と姉妹校提携を結ぶ。
22の学部専攻を備え、文学や情報科学、
金融学、会計学などの専門教育もさかん。
（データは2009年9月現在）
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1
Friendship Agreement

with
Beijing Language

and
Culture University

十文字学園はこの春、北京語言大学との間で
中国の大学とは初となる提携協定を結びました。
学術・教育の各面にわたる相互交流を積極的に進め
女性教育のグローバルな進展を目指すこの協定は、
創立90周年の節目を間近に控える本学園にとって

次なる飛躍を期す布石になるものと期待されています。

友
好
関
係
の
発
展
を
祈
り

キ
ャ
ン
パ
ス
で
記
念
植
樹

Friendship Agreement
with

Beijing Language
and

Culture University

●1 調印する十文字理事長（右）と
崔学長（左）。

●2友好を願ってモクレンを植樹。
北京語言大学キャンパスにて。
●3女性教育の充実など、今後の交
流について抱負を述べる十文
字理事長（中央）。
●4交流の意義を述べる北京語言
大学崔学長（中央）。
●5北京語言大学の日本語教師と
意見交換。
●6北京語言大学大会議室で。

写真提供：
北京語言大学（●1●2●3●6）

北京語言大学大会議室
写真提供：北京語言大学

●1●2

●3●4

●5●6

http://www.blcu.edu.cn/BLCU.asp
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Note1私
は
医
療
機
関
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参

加
し
た
。看
護
師
に
つ
い
て
病
棟
を
回
っ
た
り
、入

浴
介
助
や
清
拭
、手
術
や
、バ
リ
ウ
ム
検
査
を
見

学
し
た
り
、
往
診
や
訪
問
看
護
に
同
行
し
た
り

と
、現
場
で
生
の
看
護
を
感
じ
る
貴
重
な
体
験
の

連
続
だ
っ
た
。

特
に
病
棟
で
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
、患
者

さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
真
剣
に
向
き
合
う
看
護
師

の
姿
に
感
動
し
た
。

ま
た
、毎
日
病
棟
を
訪
れ
る
看
護
師
は
、患
者

さ
ん
が
た
と
え
「
大
丈
夫
」
と
笑
っ
て
も
微
妙
な

表
情
の
変
化
を
見
逃
さ
ず
、「
非
言
語
の
シ
グ
ナ

ル
」か
ら
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か
を
素
早
く
察
知

す
る
。患
者
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
つ
か
ん
だ

看
護
が
大
切
だ
と
感
じ
た
。

「
最
期
は
自
宅
で
迎
え
た
い
」と
希
望
さ
れ
る
患

者
さ
ん
に
は
、在
宅
看
護
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
細
か
な
調
整
を
し
た
り
、本
人
の
望

み
や
ご
家
族
の
意
思
を
最
大
限
に
尊
重
で
き
る

よ
う
他
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、何
度
も
話
し
合

い
を
重
ね
た
り
す
る
。看
護
の
主
体
は
患
者
さ
ん

に
あ
り
、「
そ
の
人
が
そ
の
人
ら
し
く
生
き
る
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
が
基
本
で
あ
る
」と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実
感

し
た
。

こ
れ
ま
で「
看
護
師
は
忙
し
く
、時
間
に
追
わ

れ
て
い
る
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
が
、

今
回
訪
れ
た
病
院
で
は
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
に
座
っ
て

患
者
さ
ん
と
じ
っ
く
り
と
話
し
て
い
る
姿
を
見

て
、看
護
師
と
い
う
職
業
の
イ
メ
ー
ジ
が
少
し
変

わ
っ
た
。10
日
間
に
わ
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
場
所

で
多
く
の
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、

以
前
よ
り
深
く
看
護
の
仕
事
に
つ
い
て
学
べ
た
気

が
す
る
。

「
現
場
だ
か
ら
こ
そ
学
べ
る
こ
と
が
あ
る
」と

実
感
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
だ
っ
た
。

就
職
難
を
吹
き
飛
ば
す

学
生
の
意
欲
に
感
動

今
年
は
猛
暑
に
も
か
か
わ
ら
ず
、昨
年

よ
り
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
希
望
者
が
増

え
ま
し
た
。
就
職
難
を
吹
き
飛
ば
そ
う

と
い
う
皆
さ
ん
の
意
欲
を
感
じ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
す
る
こ

と
で
、
企
業
の
仕
組
み
や
社
会
的
な
役

割
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、こ
の
経

験
は
就
職
活
動
や
こ
れ
か
ら
の
学
生
生

活
に
も
大
い
に
生
か
せ
ま
す
。ま
た
、日

ご
ろ
は
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
市
役
所

や
区
役
所
な
ど
の
行
政
の
現
場
を
体
験

で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
多
く
の
企

業
や
機
関
が
募
集
し
て
お
り
、イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
参
加
す
る
チ
ャ
ン
ス
は
増

え
て
い
ま
す
。学
生
の
皆
さ
ん
は
、こ
の

よ
う
な
機
会
を
積
極
的
に
と
ら
え
て
く

だ
さ
い
。

９
月
28
日
（
火
）に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
報
告
会
を
行
い
、参
加
し
た
学
生
か
ら

は
有
意
義
で
楽
し
い
体
験
談
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。み
ん
な
こ
の
機
会
に

何
か
を
つ
か
み
、大
き
く
成
長
し
て
い
ま

す
。
来
年
は
今
年
よ
り
も
多
く
の
学
生

が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
、そ
の

結
果
を
就
職
活
動
を
は
じ
め
、
人
生
の

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
生
か
し
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

副学長　募集・就職担当
社会情報学部長

橋本ヒロ子教授

Encouragement
2010年度インターンシップ先

朝霞市役所
あさ出版
荒川区役所
オンワード樫山
ケイ・テクノ
健和会
コクヨマーケティング
ザ・ライトスタッフオフィス
埼玉県庁
埼玉新聞社
産業経済新聞社
燦クリーン
ジェー・シー・シー
志木市役所

蓼科情報
東急アド・コミュニケーショ
ンズ
図書館流通センター
トップシーン
新座観光トラベル
新座子育てネットワーク
新座市役所
日本放送出版協会
丸正飯塚
よしツアー
リコージャパン
りそな銀行

＊五十音順

＜参加人数＞
■業界別

行政機関9名、出版・新聞・放送などのマスコミ関連10名、物販関連4
名、情報関連3名、金融関連3名、図書館3名、その他の企業・団体11名
■学部・学科別

社会情報学科13名、コミュニケーション学科15名、人間発達心理学科
13名、人間福祉学科1名、短期大学部1名

インターンシップの受け入れ先では、学生たちが将来の
キャリアを考え、成長するよい機会を提供してくれます。
ぜひ、一人でも多くの学生がインターンシップを通して、
学びの幅を広げてほしいと思います。キャリアセンターは
今後も前向きに学ぼうとする学生を応援していきます。

学びの幅を広げる最高の機会
キャリアセンター長　本間修

本学では毎年夏、学生が企業などに赴き

実際の業務を体験するインターンシップを行っている。

今夏は、26の企業・団体の協力により43名の学生が参加した。

働く”ことを通じて自分を見つめ直し

将来の可能性を大きく広げる。

キャンパスだけでは得られない貴重な体験をした

２人の学生のレポートを紹介する。

2

毎日行われるミーティングに参加。日々変化する患者さん
の状態をきちんと把握する。

大
おお

和
わ

久
く

那
な

未
み

人間生活学部人間発達心理学科3年

現場だからこそ実感できた
患者主体の看護

医療 ●医療法人財団健和会
みさと健和病院、訪問看護ステーション［埼玉・三郷市］
柳原病院、柳原リハビリテーション病院［東京・足立区］

自
分
は
こ
れ
か
ら
何
を
し
て
い
き
た
い
の
だ
ろ

う
―
―
。出
版
社
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、

出
版
に
つ
い
て
だ
け
で
な
く
、社
会
の
し
く
み
に

つ
い
て
も
学
べ
、自
分
の
将
来
を
真
剣
に
考
え
る

い
い
機
会
と
な
っ
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
内
容
は
、読
者
の
感
想

や
意
見
が
書
か
れ
た
読
者
カ
ー
ド
の
入
力
作
業

や
、出
版
さ
れ
る
本
の
索
引
確
認
、書
店
で
見
本

と
し
て
置
か
れ
る
本
づ
く
り
、書
籍
に
巻
か
れ
る

帯
付
け
作
業
、取
次
・
書
店
へ
の
同
行
、企
画
に
つ

い
て
著
者
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
同
席
す
る
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
実
務
を
体
験
す
る
と
い
う
も
の

だ
っ
た
。

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、書
店
回
り
の

営
業
に
同
行
し
た
と
き
の
こ
と
。
あ
る
書
店
員

に
、「
出
版
社
に
入
社
し
た
ら
、ど
ん
な
本
を
つ
く

り
た
い
の
？
」と
問
わ
れ
た
が
、私
は
す
ぐ
に
答

え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

本
と
は
ど
ん
な
も
の
な
の
か
、人
に
何
を
伝
え

た
い
の
か
。思
い
が
け
な
い
質
問
の
お
か
げ
で
自

分
と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
、次
第
に「『
人
と
人

が
出
会
う
き
っ
か
け
』
を
つ
く
り
た
い
」
と
強
く

思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え
、
そ
れ
が
本
と
い

う
形
で
は
な
く
て
も
、「
人
と
人
が
出
会
う
こ
と

は
と
て
も
大
切
だ
」と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
き

た
い
。

ま
た
、編
集
職
の
方
に
は
社
会
人
と
し
て
の
マ

ナ
ー
に
つ
い
て
も
教
え
て
い
た
だ
い
た
。名
刺
交

換
の
方
法
を
学
び
、実
際
に
挑
戦
し
た
と
き
は
緊

張
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、ふ
だ
ん
話
す
機
会
が

な
い
人
た
ち
と
出
会
い
、視
野
が
広
が
る
チ
ャ
ン

ス
だ
。「
自
分
に
足
り
な
い
も
の
を
教
え
て
く
れ

る
の
は
他
者
で
あ
る
」と
い
う
こ
と
、そ
し
て
周

り
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、こ
れ
か
ら

も
前
進
し
た
い
と
思
う
。

Note2

壁の本棚にびっしりと並ぶ書籍に囲まれながら、「伝える
こと」について深く考えた2週間だった。

加
か

藤
とう

優
ゆ

美
み

社会情報学部コミュニケーション学科3年

「人に出会いのきっかけを」
明確になった将来の目標

出版●あさ出版
［東京・豊島区］

キャリアセンターより
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昭
和
20
年
4
月
の
東
京
空
襲
に
も
負
け
ず

復
旧
に
力
を
尽
く
し
た
本
学
園
の
創
設
者

十
文
字
こ
と
先
生
の
揺
る
ぎ
な
い
教
育
へ
の
情
熱
が

学
生
た
ち
の
胸
を
打
っ
た
。

十
文
字
一
夫
理
事
長
は
7
月
28
日

（
水
）・
29
日（
木
）の
両
日
、学
部
共
通
科
目

「
女
性
学
基
礎
」「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
」
の
講
師

と
し
て
演
壇
に
立
っ
た
。祖
母
で
あ
り
本
学

園
創
立
者
の
十
文
字
こ
と
先
生
が
目
指
し

た
女
性
教
育
の
原
点
を
約
７
０
０
人
の
学

生
に
語
り
か
け
、「
昭
和
20
年
4
月
の
空
襲

で
巣
鴨
の
校
舎
が
焼
け
て
も
、す
ぐ
に
復
旧

さ
せ
て
授
業
を
再
開
し
た
」と
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
披
露
。極
限
状
況
に
置
か
れ
て
も
、小
さ

な
体
に
不
屈
の
行
動
力
と
先
見
性
を
宿
し

空
襲
下
に
授
業
再
開
、校
舎
復
旧

「 朝 日 新 聞 」
2010年7月20
日付「Voice 声
語りつぐ戦争」
に掲載された本
学園OG西村清
子さんの「声」。

十文字学園創
立者の十文字
こと先生。

学
園
を
つ
く
る
前
、こ
と
は
29
歳
で

十
文
字
大
元
と
結
婚
し
た
。大
元
は

病
気
と
闘
い
な
が
ら
会
社
を
興
す
が
、

体
を
壊
し
て
い
る
た
め
大
半
の
仕
事

は
こ
と
が
切
り
盛
り
し
た
。18
年
に
お

よ
ぶ
妻
の
労
に
報
い
る
た
め「
何
か
ご

褒
美
を
あ
げ
よ
う
」と
言
う
夫
に
、こ

と
は「
何
も
い
ら
な
い
か
ら
学
校
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い
」
と
打
ち
明
け
る
。
小

学
校
に
３
年
間
し
か
通
え
な
か
っ
た

身
の
上
か
ら
、
祖
母
は
ど
う
し
て
も

学
校
を
つ
く
り
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
の
思
い
か
ら
大
正
11
年
に
生
ま

れ
た
の
が
、本
学
の
前
身
で
あ
る
文
華

高
等
女
学
校
だ
。
こ
と
が
学
ん
だ
東

京
女
子
高
等
師
範
学
校（
現
お
茶
の

水
女
子
大
学
）の
卒
業
生
と
協
力
し

て
つ
く
っ
た
が
、最
後
は
こ
と
が
一
身

に
経
営
を
引
き
受
け
た
。
十
文
字
高

等
女
学
校
へ
と
一
新
し
た
の
は
昭
和

12
年
。半
年
に
お
よ
ぶ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と

ア
メ
リ
カ
へ
の
視
察
を
も
と
に
完
成

し
た
、理
想
ど
お
り
の
学
校
だ
っ
た
。

そ
し
て
、太
平
洋
戦
争
へ
。昭
和
20

「
何
も
い
ら
な
い
か
ら
学
校
を
」

年
4
月
14
日
の
東
京
空
襲
で
巣
鴨
の

学
校
も
家
も
会
社
も
焼
け
た
。心
血

を
注
い
だ
も
の
す
べ
て
を
失
っ
た
シ

ョ
ッ
ク
は
大
き
か
っ
た
に
違
い
な
い

が
、こ
と
は
す
ぐ
に
母
校
の
校
舎
を

借
り
て
授
業
を
再
開
す
る
。そ
の
一

方
、巣
鴨
の
校
舎
を
い
ち
早
く
復
旧

さ
せ
る
手
は
ず
を
整
え
た
。実
は
空

襲
を
受
け
る
前
か
ら
、最
悪
の
事
態

を
予
測
し
て
対
策
を
練
っ
て
い
た
と

い
う
。

こ
と
の
用
意
周
到
な
対
応
力
と
先

を
見
通
す
力
は
抜
群
だ
っ
た
。
外
国

に
出
て
見
聞
を
広
め
て
い
た
か
ら
、

こ
の
戦
争
は
負
け
る
と
思
っ
た
の
だ

ろ
う
。
戦
時
中
、
十
文
字
高
等
女
学

校
が
英
語
教
育
を
や
め
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

だ
が
、こ
と
は
世
の
中
で
活
躍
す

る
よ
う
な
女
性
だ
け
を
求
め
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
。当
時
、校
長
室
の
額

に
は「
母
の
力
」と
書
か
れ
て
い
た
。

「
母
の
力
」と
は
何
か
。そ
れ
は
こ
と

の
伝
記
に
も
あ
る
よ
う
に
、「
子
ど

も
に
良
い
教
育
を
与
え
、
し
っ
か
り

不
屈
の
精
神
と
周
到
な
対
応

と
し
た
人
生
観
を
植
え
つ
け
る
」こ

と
。こ
の
ポ
イ
ン
ト
は
ぜ
ひ
胸
に
刻

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

同
じ
よ
う
な
話
は
、私
の
母
で
あ

り
短
期
大
学
の
創
立
者
で
あ
る
２
代

目
理
事
長
、十
文
字
良よ

し

子こ

か
ら
も
聞

か
さ
れ
た
。良
子
が
常
に
口
に
し
た

言
葉
は
、「
学
問
と
引
き
換
え
に
、女

性
の
美
し
さ
を
失
わ
な
い
で
ほ
し

い
」だ
っ
た
。み
な
さ
ん
に
も
、ぜ
ひ

そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

そ
し
て
、自
分
の
意
志
や
意
見
を

は
っ
き
り
と
表
し
て
く
だ
さ
い
。
先

生
の
言
う
こ
と
は
本
当
か
、別
の
解

釈
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、学
び

な
が
ら
自
分
で
問
い
か
け
て
い
く

の
が
大
学
で
す
か
ら
。就
職
活
動
に

し
て
も
、小
手
先
の
技
術
で
は
道
は

開
け
な
い
。
ま
ず
自
分
を
磨
き
、
充

実
さ
せ
る
こ
と
を
積
み
上
げ
て
、ど

ん
な
生
き
方
を
す
る
か
、ど
ん
な
仕

事
が
し
た
い
か
を
考
え
て
ほ
し
い
。

て
学
園
の
基
礎
を
築
い
た「
こ
と
先
生
」の

教
育
力
に
触
れ
た
。

折
し
も
65
年
目
の
終
戦
記
念
日
を
間
近

に
し
た
7
月
20
日（
火
）、朝
日
新
聞
の「
声

―
語
り
つ
ぐ
戦
争
」欄
に
本
学
園
Ｏ
Ｇ
西
村

清
子
さ
ん（
81
）の
寄
稿「
空
襲
下
に
勇
気
あ

る
補
習
授
業
」が
掲
載
さ
れ
た
ば
か
り
。卒

業
生
の
思
い
出
と
理
事
長
の
講
話
が
相
ま

っ
て
、戦
争
を
知
ら
な
い
若
い
女
子
学
生
の

胸
に
、生
き
る
指
針
を
与
え
て
く
れ
る「
こ

と
像
」が
刻
ま
れ
た
。

自
分
の
力
で
未
来
を
拓
け

終
戦
記
念
日
を
前
に
「
学
部
共
通
科
目
」
で
講
演 

「
歴
史
の
語
り
部
」
と
「
社
会
福
祉
」
で
奮
闘
中 

過
疎
・
高
齢
化
に
悩
む
中
山
間
部
を

学
生
の
力
で
活
性
化
す
る
埼
玉
県
の
農
林
部
事
業

「
ふ
る
さ
と
支
援
隊
」に
、本
学
の

狩
野
浩
二
ゼ
ミ
と
新
井
幸
恵
ゼ
ミ
が
選
ば
れ
た
。

狩
野
ゼ
ミ
の
学
生
た
ち
８
人
が
支
援
す

る
地
域
は
小
川
町
腰
越
山
間
地
域
だ
。腰
越

の
お
年
寄
り
か
ら
、長
年
培
っ
て
き
た
山
村

の
歴
史
や
暮
ら
し
の
知
恵
を
教
え
て
も
ら

い
、
学
生
た
ち
の
み
ず
み
ず
し
い
感
性
で

「
地
域
の
よ
さ
」を
発
見
し
、将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
活
動
の
ね

ら
い
。

具
体
的
に
は
、「
語
り
部
マ
ッ
プ
」を
こ
し

ら
え
た
り
、地
元
の
小
学
生
向
け
に
地
域
の

歴
史
が
学
べ
る
紙
芝
居
を
作
っ
た
り
と
、「
子

ど
も
の
目
線
」を
重
視
し
た
児
童
幼
児
教
育

学
科
な
ら
で
は
の
企
画
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。ゼ
ミ
生
の
一
人
、篠
田
果
穂
さ
ん
は
次

の
よ
う
に
語
る
。

「
腰
越
地
区
に
足
を
運
ん
で
み
た
ら
、想
像

以
上
に
豊
か
な
生
活
が
あ
り
ま
し
た
。機
織

り（
は
た
お
り
）は
、電
気
が
な
い
時
代
に
水

力
を
利
用
し
て
機
械
を
動
か
し
た
そ
う
。家

の
新
築
に
は
、山
か
ら
木
を
切
り
出
し
、半

年
間
乾
燥
さ
せ
て
使
っ
た
と
い
い
ま
す
。
地

狩
野
ゼ
ミ
●
小
川
町
腰
越

お
年
寄
り
か
ら
聞
い
た
歴
史
を
伝
承

域
の
協
力
で
暮
ら
し
が
成
り
立
っ
て
い
た
腰

越
の
魅
力
を
、こ
れ
か
ら
さ
ら
に
見
つ
け
た

い
で
す
ね
」

来
年
の
２
月
上
旬
ま
で
に
は
具
体
的
な

活
動
成
果
を
冊
子
と
し
て
ま
と
め
、山
村
の

価
値
を
広
く
伝
え
て
い
く
予
定
。学
生
た
ち

の
活
躍
に
地
域
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

（
取
材
・
文：

三
浦
秀
佳
記
者
）

腰越で機織りを続ける島野さん宅を訪問。いつもたくさんのご馳走をいた
だきながら、楽しい会話が弾む。

新
井
ゼ
ミ
の
活
動
目
標
は
、過
疎
地
に
暮

ら
す
人
々
と
の
交
流
を
通
じ
て
社
会
福
祉
の

あ
り
方
を
探
る
こ
と
。新
井
ゼ
ミ
の
メ
ン
バ

ー
と
、本
学
の「
ニ
コ
ニ
コ
農
園（
同
好
会
）」

に
参
加
す
る
学
生
は
、３
年
前
か
ら
と
も
に

秩
父
市
吉
田
太
田
部
に
足
を
運
ん
で
き
た
。

「
ふ
る
さ
と
支
援
隊
」へ
の
参
加
は
そ
の
蓄
積

の
上
に
あ
り
、
現
実
の
社
会
福
祉
に
つ
い
て

学
び
を
深
め
る
よ
い
機
会
と
な
っ
た
。

こ
の
活
動
を
通
し
て
学
生
た
ち
は
、過
疎

地
域
と
は
、人
口
減
少
や
高
齢
化
、産
業
の

衰
退
、
耕
作
放
棄
地
の
増
大
と
い
っ
た
「
問

題
」ば
か
り
で
な
く
、わ
が
国
が
失
お
う
と

し
て
い
る
共
同
体
的
資
産
の「
あ
り
か
」で
も

あ
る
と
い
う
点
に
気
づ
か
さ
れ
て
き
た
。

あ
ら
ゆ
る
物
事
が
激
し
く
変
化
す
る
現

代
に
お
い
て
も
、
山
間
地
域
と
い
う
歴
史

的
・
地
勢
的
な
特
徴
の
中
で
育
ま
れ
た「
も

の
」「
こ
と
」「
ひ
と
」の
価
値
が
、人
々
の
暮
ら

し
や
心
の
中
に
、ま
さ
に
命
が
け
で
継
承
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。こ
こ
に
魅
力
を
感
じ

新
井
ゼ
ミ
●
秩
父
市
吉
田
太
田
部

過
疎
集
落
の
価
値
に
目
を
向
け
て

た
学
生
た
ち
は
、「
厳
し
い
環
境
に
あ
り
な
が

ら
も
、近
代
都
市
が
失
っ
て
き
た
も
の
を
村

に
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
」と
語
る
。

高
齢
者
の
想
い
は
、厳
し
く
も
深
く
豊
か

で
あ
る
。太
田
部
集
落
で
は
、こ
う
し
た
生

活
文
化
を
は
じ
め
と
す
る
「
内
在
的
な
資

産
」に
触
れ
る
豊
か
な
学
び
を
体
験
し
て
い

る
。感
じ
、歩
き
、考
え
、傾
聴
し
、記
録
す
る

こ
と
を
通
じ
、学
生
た
ち
が
過
疎
集
落
へ
の

関
心
や
ま
な
ざ
し
を
持
続
す
る
契
機
に
な

れ
ば
と
願
う
。

（
文：

新
井
幸
恵
准
教
授
）

一人暮らしを続ける集落の最高齢者、古指宣一さん（94
歳）の畑を見学。山間傾斜地を耕すご苦労に耳を傾けた。 十文字一夫理事長

講 話 要 旨

取材・文：赤尾香澄記者、天羽洋子記者、上柿茜記者、黒津友里記者

★ふるさと支援隊

大学生の新しい視点や

行動力、専門技術・知

識を生かし、高齢化や

過疎化が進む中山間

地域の集落を活性化

する事業。
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P r o f i l e
すずき・ひろたか◎社会情報学部コミュニケ
ーション学科准教授。一橋大学社会学部卒業。
時事通信社を経て、コロンビア大学国際関係
大学院修士課程修了、東京大学人文社会系研
究科社会文化研究専攻後期博士課程単位取得
満期退学。
［研究分野］グローバルジャーナリズムの可能

性、東アジアの国境を越えるマスコ
ミュニケーションと社会変動　など

［担当科目］国際マスコミュニケーション論、
グローバルジャーナリズム　など

P r o f e s s o r  P r o f i l e s 教育・研究最前線

小
児
科
専
門
医
（
医
学
博
士
）
の

顔
、行
政
の
立
場
で
都
内
６
区
２
市

の
保
健
所
業
務
を
推
進
す
る
顔
、そ

し
て
「
子
ど
も
を
タ
バ
コ
の
害
か
ら

守
る
合
同
委
員
会
」委
員
と
し
て
禁

煙
活
動
に
奔
走
す
る
顔
―
―
。
３
つ

の
顔
で
築
き
上
げ
た
キ
ャ
リ
ア
を

背
に
、こ
の
春
か
ら
児
童
幼
児
教
育

学
科
で
教
鞭
を
執
る
の
が
齋
藤
麗

子
教
授
だ
。

授
業
は
、豊
か
な
実
務
体
験
に
裏

打
ち
さ
れ
た
説
得
力
が
持
ち
味
だ
。

例
え
ば
、「
乳
幼
児
の
発
育
発
達
を
学

び
母
子
手
帳
の
意
義
な
ど
を
理
解
す

る
」こ
と
を
目
的
と
し
た
児
童
保
健

学
で
は
、齋
藤
教
授
が
保
健
所
時
代
、

母
子
手
帳
の
改
定
に
深
く
か
か
わ
っ

た
経
験
が
物
を
言
う
。研
究
室
に
は

全
国
の
母
子
手
帳
が
積
ま
れ
、生
き

た
授
業
を
支
え
て
い
る
の
だ
。

児
童
保
健
学
実
習
で
は
、人
形
を

用
い
て
実
際
に
乳
児
の
抱
き
方
や
沐

浴
を
指
導
す
る
な
ど
、小
児
科
専
門

医
と
し
て
、
ま
た
娘
と
息
子
、
孫
を

育
て
た
女
性
と
し
て
、細
や
か
な
目

配
り
を
信
条
と
す
る
実
践
的
な
授

業
が
続
く
。

「
学
生
た
ち
に
は
折
に
ふ
れ
、社
会

に
出
た
と
き
、家
庭
に
入
っ
た
と
き
に

知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
を
教
え
て
い
ま

す
。そ
れ
も
私
の
務
め
で
す
か
ら
」

齋
藤
教
授
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
い
え

る
の
が
禁
煙
活
動
だ
。
葛
飾
区
保
健

所
長
時
代
に
は
児
童
公
園
の
灰
皿
を

撤
去
。
自
身
が
参
加
す
る
宴
席
で
も

周
囲
に
禁
煙
を
促
し
続
け
て
き
た
。

「
宴
会
で
は
、た
ば
こ
を
吸
わ
な
い

私
が
煙
た
が
ら
れ
て
い
ま
し
た
ね

（
笑
）」

禁
煙
活
動
を
始
め
た
30
年
前
は
、

医
者
の
間
で
さ
え
そ
の
言
動
が
異
端

視
さ
れ
た
と
い
う
。し
か
し
、不
屈
の

粘
り
が
職
場
の
常
識
を
変
え
た
。保

健
所
長
を
辞
し
た
今
も
、庁
舎
内
禁

煙
が
定
着
し
て
い
る
と
い
う
か
ら
、

自
称「
反
た
ば
こ
の
齋
藤
麗
子
」の
面

目
躍
如
で
あ
る
。

講
演
会
は
も
ち
ろ
ん
、多
く
の
メ

デ
ィ
ア
に
も
登
場
し
た
。
喫
煙
者
を

前
に
直
接
そ
の
害
を
説
き
、あ
る
と

き
は
永
田
町
で
議
員
連
盟
の
立
ち
上

げ
を
求
め
る
。
そ
の
行
動
力
は
、
医

師
・
歯
科
医
師
に
よ
る
禁
煙
活
動
団

体
の
設
立
に
も
結
び
つ
い
た
が
、「
そ

れ
で
も
、日
本
は
た
ば
こ
の
有
害
性

を
表
示
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
警
告
な
ど

の
取
り
組
み
が
弱
い
」と
表
情
を
曇

ら
せ
る
。Ｗ
Ｈ
Ｏ
た
ば
こ
規
制
枠
組

条
約（
Ｆ
Ｃ
Ｔ
Ｃ
）を
批
准
し
た
と
は

い
え
、た
ば
こ
消
費
削
減
の
流
れ
は

ま
だ
定
か
で
な
い
か
ら
だ
。

齋
藤
教
授
は
４
年
前
、読
売
新
聞

へ
の
寄
稿
で
、
乳
幼
児
と
一
緒
に
電

車
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
喫
煙
席
で
過
ご

す
喫
煙
者
の
親
に
鋭
く
迫
っ
た
。「
こ

れ
は
乳
幼
児
へ
の
虐
待
の
ひ
と
つ
で

は
な
い
か
」。「
虐
待
」と
い
う
言
葉
へ

の
反
響
は
大
き
く
、交
通
機
関
の
受

動
喫
煙
対
策
に
一
石
を
投
じ
た
。

禁
煙
運
動
を
考
え
は
じ
め
た
の
は

小
児
科
医
時
代
。た
ば
こ
の
誤
飲
で

苦
し
む
乳
幼
児
の
治
療
が
き
っ
か
け

だ
と
い
う
。
未
来
の
母
親
で
あ
る
女

子
学
生
へ
の
指
導
に
も
熱
が
入
る
。

「
子
育
て
中
の
20
代
、

30
代
の
喫
煙
率
は
男
女
と

も
に
高
い
。
い
ろ
い
ろ
な

場
で
受
動
喫
煙
を
受
け
て

い
る
子
ど
も
た
ち
を
、
社

会
全
体
で
守
っ
て
あ
げ
ね

ば
な
ら
な
い
時
代
な
の
で

あ
る
」（
２
０
０
６
年
8
月

24
日
付
／
読
売
新
聞「
論

点
」か
ら
）

た
ば
こ
に
対
す
る
厳
し

さ
と
子
ど
も
へ
の
温
か

さ
。齋
藤
教
授
の
授
業
と

研
究
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に

と
ど
ま
ら
ぬ
「
風
」
と
な

る
か
も
し
れ
な
い
。

（
取
材
・
文：

大
西
正
行
）

齋藤麗子教授
人間生活学部児童幼児教育学科

禁煙活動の経験を生かし
学生に伝える「母親の心構え」

女
性
に
必
須
の
知
識
を

実
践
的
な
授
業
で
伝
授

P r o f i l e
さいとう・れいこ◎人間生活学部児童幼児教育学科教授。東京
女子医科大学医学部卒、医学博士。小児科専門医。東京医科
大学小児科を経て、東京都衛生局へ移り、東京都町田保健所
長、葛飾区保健所長などを歴任し現職。日本禁煙推進医師歯
科医師連盟運営委員、子どもの防煙研究会顧問、日本小児科
連絡協議会「子どもをタバコの害から守る合同委員会」委員。
［研究分野］小児保健学、子どもの受動喫煙防止 など
［担当科目］児童保健学、児童保健学実習、保育臨床学 など

児
童
公
園
の
灰
皿
撤
去

定
着
さ
せ
た
禁
煙
宴
会

２
０
１
０
年
４
月
か
ら
海
外
の
主
要
メ
デ
ィ
ア
５
局
を
回
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
比
較
研
究
を
進
め
て
い
る

社
会
情
報
学
部
の
鈴
木
弘
貴
准
教
授
。

中
東
ア
ジ
ア
・
カ
タ
ー
ル
か
ら
経
過
報
告
が
届
い
た
。

私
は
現
在
、海
外
で
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
の
実
地
調
査
と
比
較
研
究
を
試
み
て
い
る
。

今
回
の
海
外
研
修
は
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ
ア
な

ど
世
界
の
広
い
範
囲
を
対
象
に
ニ
ュ
ー
ス
を
提
供

し
て
い
る
海
外
テ
レ
ビ
メ
デ
ィ
ア
を
訪
問
し
、ど

の
よ
う
な
判
断
基
準
で
ニ
ュ
ー
ス
を
選
び
、ス
ト

ー
リ
ー
を
つ
く
っ
て
い
る
の
か
、そ
の
プ
ロ
セ
ス

を
明
ら
か
に
す
る
の
が
目
的
だ
。

７
月
に
は
カ
タ
ー
ル
の
ド
ー
ハ
に
拠
点
を
置
く

「
ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」（
Ａ
Ｊ
Ｅ
）

の
ニ
ュ
ー
ス
担
当
上
級
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
訪
問

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
を
ぶ
つ
け
た
。
中
で
も

「
ア
フ
リ
カ
同
盟
の
会
議
に
つ
い
て
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ワ

ー
ル
ド
ニ
ュ
ー
ス
や
Ｃ
Ｎ
Ｎ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
で
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
の
に
、Ａ
Ｊ
Ｅ
で
大

き
く
取
り
上
げ
た
理
由
は
何
か
」
と
い
う
私
の

問
い
に
対
し
、「
ほ
か
の
メ
デ
ィ
ア
が
今
ま
で
カ

バ
ー
し
て
こ
な
か
っ
た
地
域
の
情
報
を
、積
極
的

に
取
り
上
げ
て
い
く
と
い
う
Ａ
Ｊ
Ｅ
の
編
集
方

針
を
実
践
し
て
い
る
」と
、貴
重
な
意
見
を
い
た

だ
い
た
。

現
場
責
任
者
に
質
問
を
投
げ
か
け
、
そ
の
回

答
に
対
し
て
ま
た
二
の
矢
、
三
の
矢
の
質
問
を

放
つ
こ
と
で
理
解
を
深
め
て
い
く
。こ
れ
が
今
回

の
典
型
的
な
調
査
方
法
だ
。

私
は
取
材
に
備
え
、
ホ
テ
ル
を
出
る
直
前
ま

で
各
局
の
ニ
ュ
ー
ス
を
確
認
し
、メ
モ
を
取
り
な

が
ら
質
問
内
容
を
考
え
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
た

め
に
は
、
調
査
対
象
局
の
放
送
を
視
聴
で
き
る

ホ
テ
ル
を
探
す
。

８
月
上
旬
の
時
点
で
、「
ユ
ー
ロ
ニ
ュ
ー
ス
」（
フ

ラ
ン
ス
）、「
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ワ
ー
ル
ド
ニ
ュ
ー
ス
」（
イ
ギ

リ
ス
）、「
ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」

（
カ
タ
ー
ル
）の
３
局
で
調
査
が
終
了
し
、あ
と
は

「
チ
ャ
ン
ネ
ル
ニ
ュ
ー
ス
ア
ジ
ア
」（
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
）と「
Ｃ
Ｎ
Ｎ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」（
ア
メ

リ
カ
）を
残
す
の
み
と
な
っ
た
。

す
で
に
訪
問
し
た
３
局
で
は
編
集
会
議
に
も

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
編
集
会
議
に
社
外

の
人
間
が
参
加
す
る
こ
と
は
ど
の
局
で
も
極
め

て
異
例
。そ
こ
に
た
ど
り
着
く
ま
で
に
は
、研
修

準
備
に
費
や
し
た
５
年
以
上
の
歳
月
が
あ
っ
た

た
め
、非
常
に
感
慨
深
い
経
験
で
あ
る
。

こ
の
編
集
会
議
に
も「
局
柄
」が
に
じ
み
出
る

よ
う
だ
。Ｂ
Ｂ
Ｃ
で
は
、編
集
局
長
と
各
部
局
の

部
長
ク
ラ
ス
、海
外
の
支
局
長
ク
ラ
ス
が
テ
レ
ビ

電
話
回
線
を
使
っ
て
参
加
し
、現
場
は
非
常
に
緊

張
感
が
あ
っ
た
。

一
方
、ユ
ー
ロ
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、局
の
規
模
が
小

さ
い
こ
と
も
あ
り
、編
集
局
長
の
部
屋
に
各
セ
ク

シ
ョ
ン
の
幹
部
ク
ラ
ス
が
集
ま
り
、立
っ
た
ま
ま

会
議
が
進
む
。興
味
深
い
の
は
、英
語
で
議
論
が

始
ま
っ
た
と
思
え
ば
、途
中
か
ら
急
に
フ
ラ
ン
ス

語
に
切
り
替
わ
る
と
い
っ
た
、多
言
語
放
送
局

な
ら
で
は
の
風
景
が
見
ら
れ
る
点
だ
。

Ａ
Ｊ
Ｅ
の
会
議
室
は
、
３
局
の
中
で
は
最
も

広
く
、白
い
革
張
り
の
シ
ー
ト
と
マ
ホ
ガ
ニ
ー
の

大
テ
ー
ブ
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｊ
Ｅ
の

編
集
会
議
は
こ
の
豪
華
な
部
屋
の
中
で
行
わ

れ
、自
由
闊
達
な
議
論
が
飛
び
交
う
。

今
回
の
研
修
で
得
た
知
見
・
体
験
を
今
後
の

研
究
、そ
し
て
世
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
動
き
に

関
心
を
持
つ
学
生
の
教
育
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。（

２
０
１
０
年
８
月
末
寄
稿
）

取
材
で
見
え
た

局
の
編
集
方
針

編
集
会
議
に
も

異
例
の
参
加

「アルジャジーライングリッシュ」のドーハ放送スタジオにて、
ニュース担当上級プロデューサーRamsey Zarifeh氏と。

「アルジャジーライング
リッシュ」の本社前で。

Ｃ
Ｎ
Ｎ
、Ｂ
Ｂ
Ｃ
な
ど
、国
境
を
越
え
る

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
現
状
を
解
明

V
o

i
c

e
f

r
o

m
A

b
r

o
a

d

鋭
く
迫
る

喫
煙
と
虐
待
の
関
係

家庭で実践で
きる３歳児の視
力検査の実習。

海

外

研

修

レ

ポ

ー

ト
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C a m p u s  U p d a t e
十
文
字
ニ
ュ
ー
ス

10

横
須
賀
学
長
代
行
が
学
生
総
会
で「
新
体
制
」を
説
明

新
「
人
間
生
活
学
部
」
で
広
が
る
学
び
の
可
能
性

七
夕
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
で
強
ま
る
留
学
生
と
の
絆

国
境
や
学
科
・
学
年
を
超
え
た
交
流
の
は
じ
ま
り

本
学
で
日
本
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
学
会
を
開
催

日
本
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
学
会
（
会
長：

板
倉
弘

重
／
独
立
行
政
法
人
国
立
健
康
・
栄
養
研
究
所

名
誉
所
員
）主
催
に
よ
る
第
４
回
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー

ル
研
究
会
（
会
頭：

志
村
二
三
夫
／
本
学
教
授
）

が
、８
月
６
日（
金
）に
本
学
で
開
催
さ
れ
た
。

日
本
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
学
会
は
、健
康
の
維
持
・

促
進
へ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
ポ
リ
フ
ェ
ノ

ー
ル
に
つ
い
て
、研
究
の
深
化
や
拡
張
、安
全
性
・

有
効
性
の
知
見
を
集
積
す
る
こ
と
、ま
た
、消
費

者
な
ど
へ
成
果
を
啓
蒙
・
普
及
す
る
こ
と
を
目
的

に
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

４
回
目
を
迎
え
る
今
回
の
研
究
会
は
、「
ポ
リ

フ
ェ
ノ
ー
ル
を
科
学
す
る
。分
子
レ
ベ
ル
か
ら
人
間

丸
ご
と
、レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
ま
で
を

め
ざ
し
て
」と
い
う
学
会
の
理
念
を
表
し
た
標
語

を
作
成
。ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
と
は
何
か
と
い
う
原
点

に
立
ち
返
り
、基
礎
研
究
の
進
歩
と
成
果
、ポ
リ

フ
ェ
ノ
ー
ル
の
安
心
・
安
全
な
利
用
法
な
ど
に
つ
い

て
最
新
情
報
の
提
供
・
意
見
交
換
を
め
ざ
し
た
。

徳
島
大
学
大
学
院
の
寺
尾
純
二
教
授
や
、国
立

健
康
・
栄
養
研
究
所
情
報
セ
ン
タ
ー
長
の
梅
垣
敬

三
氏
、本
学
の
井
手
隆
教
授
、東
京
大
学
大
学
院

の
佐
藤
隆
一
郎
教
授（
次
回
会
頭
）ら
、ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
研
究
の
権
威
・
専
門
家
が
特
別
講
演
と
一

般
講
演
を
行
っ
た
。

学
外
か
ら
68
名
、学
内
か
ら
47
名
が
参
加
し
、活

発
な
質
疑
応
答
が
飛
び
か
う
内
容
の
濃
い
研
究

会
と
な
っ
た
。

寺
尾
純
二
教
授
を
は
じ
め
学
界
の
権
威
が
講
演

人間生活学部

幼児教育学科 150名

児童教育学科 50名

人間発達心理学科 100名

食物栄養学科 120名

人間福祉学科 60名
（社会福祉コース／介護福祉コース）

生活情報学科 100名

メディアコミュニケーション学科 100名

国語国文専攻 70名

英語英文専攻 70名

文学科

短期大学部

７
月
６
日（
火
）、７
号
館
１
階
の
カ
フ
ェ
テ
リ

ア
で
、留
学
生
の
歓
迎
会
を
兼
ね
た
七
夕
テ
ィ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
、七
夕
に
ま
つ
わ
る
ク
イ

ズ
大
会
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

学
友
会
代
表
委
員
会
企
画
局
の
実
行
委
員
26

人
が
企
画
し
た
今
回
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、留
学

生
15
人
、日
本
人
学
生
20
人
が
参
加
。気
軽
に
交

流
で
き
る
よ
う
に
と
、立
食
形
式
で
進
め
ら
れ
、

国
籍
や
学
科
・
学
年
の
垣
根
を
超
え
た
に
ぎ
や

か
な
時
間
が
過
ぎ
て
い
っ
た
。

「
今
日
の
感
動
を
き
っ
か
け
に
、こ
れ
か
ら
本

当
の
交
流
が
始
ま
る
。意
義
の
あ
る
学
生
生
活
を

送
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
大
西
正
行
留
学
生
セ
ン
タ

ー
長
。

ま
た
、学
友
会
代
表
委
員
会
企
画
局
長
の
長
谷

舞
さ
ん（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
３
年
）は
、

「
留
学
生
と
日
本
人
学
生
が
交
流
し
や
す
い
空
間

づ
く
り
を
提
案
し
、準
備
段
階
か
ら
打
ち
合
わ
せ

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。今
日
、参
加
者
が
楽
し
ん

で
い
る
姿
を
見
て
、泣
い
て
し
ま
い
そ
う
な
く
ら

い
感
動
し
ま
し
た
」と
、主
催
者
と
し
て
の
喜
び

を
語
っ
た
。

終
了
後
は
学
生
同
士
で
早
速
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
交
換
す
る
な
ど
、す
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の
交
流

が
始
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

（
取
材
・
文：

小
林
夏
美
副
編
集
長
、

今
井
友
里
子
副
編
集
長

写
真：

関
根
由
貴
解
説
委
員
）

3
年
目
の
小
・
中
学
校
教
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会

若
手
教
員
の
飛
躍
に
児
童
教
育
専
攻
が
協
力

7
月
29
日（
木
）・
30
日（
金
）の
２
日
に
わ
た

り
、本
学
で
新
座
市
教
育
委
員
会
の「
新
座
市
３

年
経
験
者
教
員
研
修
会
」が
実
施
さ
れ
た
。こ
の

研
修
会
は
新
座
市
内
の
小
・
中
学
校
教
員
で
３

年
目
を
迎
え
る
若
手
教
員
に
対
す
る
も
の
で
、本

年
度
は
27
名（
男
性
16
名
／
女
性
11
名
）が
参
加

し
た
。

講
師
を
務
め
た
の
は
新
座
市
教
育
長
の
金
子

廣
志
氏
、本
学
の
横
須
賀
薫
学
長
代
行
、児
童
教

育
専
攻
な
ど
の
教
授
陣
。研
修
生
か
ら
は
、「
こ
れ

ま
で
の
自
分
の
授
業
を
振
り
返
り
、新
た
な
工
夫

の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」と
の
声
も
。そ
れ
ぞ
れ
が

研
修
の
意
義
を
か
み
し
め
、学
び
の
多
い
会
と
な

っ
た
よ
う
だ
。

こ
の
研
修
会
は
新
座
市
教
育
委
員
会
か
ら
本
学

に
協
力
要
請
が
あ
り
、
２
０
０
８
年
度
に
ス
タ
ー

ト
。
昨
年
度
よ
り

本
格
的
な
連
携
事

業
と
し
て
、
児
童

教
育
専
攻
を
中
心

に
協
力
し
て
い
る
。

（
狩
野
浩
二
地
域

連
携
協
力
推
進
セ

ン
タ
ー
長
）

平
成
22
年
度
学
業
成
績
優
秀
者

一
年
間
の
努
力
を
た
た
え
、宮
丸
学
長
が
46
人
を
表
彰

◆社会情報学部◆

社会情報学科

コミュニケーション
学科

児童幼児教育学科
幼児教育専攻

児童幼児教育学科
児童教育専攻

食物栄養学科

人間福祉学科

人間発達心理学科

文学科国語国文専攻

文学科英語英文専攻

4年生 古庄彩、茂呂静香

3年生 小林愛、志村桃香

2年生

4年生

3年生

2年生

4年生

3年生

2年生

4年生

3年生

2年生

4年生

3年生

2年生

4年生

3年生

2年生

4年生

3年生

2年生

2年生

2年生

中山苑美、藤森未紀

黒田恵里、舩橋杏理

倉元秋帆、清水かおり

齋藤未樹、竹下里穂

太田友香、杉本あゆみ

井上理紗子、q橋茉由

深作里沙、澤田ゆい

野口真美子、野島勝江

増田里美、田名網志帆

石田まなみ、紅林美帆

新井真由美、渡部洋子

深井綾子、豊田望

坂本千秋、國松瑶子

小寺友子、岩迫美香

澁谷めぐみ、日浦まどか

和田香織、伊藤唯

橋本千明、佐藤舞華

田澤庸子、花田百合香

近藤春美、清水あさみ

岩田美穂子、宮田亜由美

荒井由香、田澤明香里

表彰状を手渡され、誇らしげな表情の学生たち。

志
村
副
学
長
が

埼
玉
県
知
事
表
彰

志
村
二
三
夫
副
学
長
・
人
間
生
活
学
部
長
は

5
月
25
日
（
火
）、
栄
養
士
養
成
と
栄
養
士
の
資

質
向
上
に
尽
力
し
、埼
玉
県
民
の
食
生
活
改
善
に

寄
与
し
た
功
績
が
評
価
さ
れ
、上
田
清
司
埼
玉
県

知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。

◆人間生活学部◆

◆短期大学部◆

５
月
14
日
（
金
）
に
行
わ
れ
た
学
生
総
会
で
、

２
０
１
１
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新
教
育
体

制
に
つ
い
て
横
須
賀
薫
学
長
代
行（
教
育
体
制
改

革
推
進
本
部
長
）が
説
明
し
た
。

人
間
生
活
学
部
を
核
と
し
た
教
育
体
制
改

革
の
目
的
に
つ
い
て
、「
日
本
の
少
子
化
に
と
も

な
い
大
学
進
学
者
が
減
少
す
る
な
か
、
十
文
字

学
園
女
子
大
学
・
短
期
大
学
部
の
学
び
方
を
学

生
の
立
場
か
ら
見
直
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は

学
科
や
コ
ー
ス
ご
と
に
多
岐
に
わ
た
る
教
育
を

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
大
学
全
体
の
英
知

を
結
集
さ
せ
る
教
育
を
し
て
い
き
た
い
」
と
語

っ
た
。

具
体
的
に
は
、４
年
制
大
学
の
２
学
部
６
学
科

体
制
が
、人
間
生
活
学
部
１
学
部
７
学
科
体
制
へ

と
改
組
。大
学
で
学
ぶ
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
入
門

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
導
入
し
、別
の
学
科
の
学
生
が
同

じ
ゼ
ミ
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ほ
か
に

も
、高
校
卒
業
ま
で
に
習
っ
た
苦
手
教
科
を
克
服

す
る「
学
力
保
障
教
育（
リ
メ
デ
ィ
ア
ル
教
育
）」

や
、Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る「
情
報
処
理
基

礎
」な
ど
、現
代
社
会
を
生
き
ぬ
く
力
を
伸
ば
す

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
る
。

ま
た
、新
た
に
中
学
・
高
等
学
校
教
諭
一
種
免

許
状（
保
健
・
家
庭
）や
特
別
支
援
学
校
教
諭
一

種
免
許
状
も
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
一
部
の

授
業
や
資
格
に
つ
い
て
は
現
学
生
で
も
受
講
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
い
る
と
い
う
説
明
も
あ
っ
た
。

学
び
の
幅
の
み
な
ら
ず
、進
路
や
就
職
な
ど
、将

来
の
可
能
性
が
ぐ
っ
と
広
が
る
だ
ろ
う
。

（
取
材
・
文：

赤
尾
香
澄
記
者
、天
羽
洋
子
記
者
、

黒
津
友
里
記
者
　
写
真：

上
柿
茜
記
者
）

横須賀学長代行の話に、学生たちは真剣な表情で耳を傾けていた。

免
許
状
更
新
講
習
に

5
7
5
名
が
参
加

昨
年
４
月
の
教
員
免
許
更
新
制
導
入
に
と
も

な
い
、本
学
で
は
8
月
5
日（
木
）か
ら
8
月
12

日
（
木
）ま
で
、昨
年
に
続
き
免
許
状
更
新
講
習

を
実
施
し
た
。埼
玉
県
の
勤
務
者
を
中
心
に
１
５

４
名
、１
週
間
で
の
べ
５
７
５
名
が
受
講
。修
了

（
履
修
）
認
定
は
、
各
講
座
終
了
後
の
試
験
結
果

を
も
と
に
行
わ
れ
る
。

講
習
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
受
講
者
か
ら

「
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
て
講
義
が
進
め
ら
れ
た

の
で
と
て
も
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」「
こ
の
講
習

で
学
ん
だ
こ
と
を
活
用
し
て
い
き
た
い
」な
ど
の

感
想
を
い
た
だ
い
た
。

入学定員

入学定員
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資産の部
科　　目 本年度末 前年度末 増　　減

固定資産
有形固定資産
土地 4,784,224,899 4,784,224,899 0
建物 7,985,640,564 8,059,127,642 △ 73,487,078
構築物 280,873,883 262,743,724 18,130,159
教具・校具 883,556,844 410,302,340 473,254,504
備品 77,775,306 73,962,233 3,813,073
図書 785,118,601 764,849,729 20,268,872
車輌 6,301,966 3,982,208 2,319,758
有形固定資産合計 14,803,492,063 14,359,192,775 444,299,288

その他の固定資産
電話加入権 592,200 592,200 0
長期貸付金 22,188,500 16,695,000 5,493,500
特定引当資産 279,958,999 279,921,877 37,122
その他の資産 2,275,274 2,080,534 194,740
その他の固定資産合計 305,014,973 299,289,611 5,725,362
固定資産合計 15,108,507,036 14,658,482,386 450,024,650

流動資産
現金預金 2,507,240,290 2,128,928,371 378,311,919
未収入金 177,992,693 116,640,124 61,352,569
前払金 1,712,333 5,762,804 △ 4,050,471
仮払金 5,877,801 117,400 5,760,401

流動資産合計 2,692,823,117 2,251,448,699 441,374,418

資産の部合計 17,801,330,153 16,909,931,085 891,399,068

負債の部
科　　目 本年度末 前年度末 増　　減

固定負債
長期借入金 1,085,942,000 1,070,300,000 15,642,000
長期未払金 245,396,592 0 245,396,592
退職給与引当金 1,000,054,294 967,798,548 32,255,746

固定負債合計 2,331,392,886 2,038,098,548 293,294,338
流動負債
短期借入金 137,558,000 74,620,000 62,938,000
未払金 338,169,455 192,878,065 145,291,390
前受金 885,767,000 909,854,000 △ 24,087,000
預り金 124,905,980 123,360,814 1,545,166
修学旅行預り金 74,373,408 74,681,750 △ 308,342
仮受金　 50,707,605 44,777,160 5,930,445

流動負債合計 1,611,481,448 1,420,171,789 191,309,659
負債の部合計 3,942,874,334 3,458,270,337 484,603,997

基本金の部
科　　目 本年度末 前年度末 増　　減

第1号基本金 17,758,565,621 17,414,812,726 343,752,895
第4号基本金 381,124,622 381,124,622 0

基本金の部合計 18,139,690,243 17,795,937,348 343,752,895

消費収支差額の部
科　　目 本年度末 前年度末 増　　減

翌年度繰越消費支出超過額 4,281,234,424 4,344,276,600 △ 63,042,176
消費収支差額の部合計 △ 4,281,234,424 △ 4,344,276,600 63,042,176

科　　目 本年度末 前年度末 増　　減
負債の部、基本金の部
及び消費収支差額の部合計

17,801,330,153 16,909,931,085 891,399,068

貸借対照表
平成22年3月31日（単位：円）

F i n a n c i a l R e p o r t

学
校
法
人
十
文
字
学
園
　
決
算
の
概
要

平成21年度
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C a m p u s  U p d a t e
十
文
字
ニ
ュ
ー
ス

新
入
生
の
疑
問
に
答
え
る

「
花
よ
りG

irlsT
alk

」

先
輩
の
経
験
談
で

学
生
生
活
が
楽
し
み
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
で
は
４
月
10
日

（
土
）、
新
入
生
の
不
安
を
解
消
す
る
こ
と
を
目

的
に「
花
よ
りG

irlsT
alk

」を
開
催
。同
学
科
の

１
年
生
十
数
人
の
グ
ル
ー
プ
に
２
年
生
か
ら
４

年
生
ま
で
の
学
生
が
２
名
ず
つ
加
わ
り
、新
入
生

一
人
ひ
と
り
の
不
安
や
疑
問
に
答
え
た
。

続
い
て
３
・
４
年
生
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
生

活
を
語
っ
た
。新
入
生
は
先
輩
の
話
を
聞
き
、こ

れ
か
ら
の
学
生
生
活
を
思
い
描
け
た
よ
う
だ
。は

じ
め
は
緊
張
し
て
い
た
様
子
の
新
入
生
も
、最
後

に
は
和
ら
い
だ
表
情
を
見
せ
、「
た
め
に
な
っ
た
」

「
こ
れ
か
ら
の
大
学
生
活
が
楽
し
み
に
な
っ
た
」

と
い
う
。（

取
材
・
文：

吉
村
文
葉
解
説
副
委
員
長

写
真：

関
根
由
貴
解
説
委
員
）

会
員
の
皆
様
に

感
謝
の
思
い
を
こ
め
て

６
月
６
日（
日
）、第
42
回
若
桐
会
総
会
が
本

学
で
開
催
さ
れ
、１
７
０
名
の
会
員
が
出
席
し

ま
し
た
。

第
１
部
の「
総
会
」で
は
、濱
口
惠
子
会
長
、宮

丸
凱
史
学
長
、
青
木
康
子
委
員
長
の
挨
拶
に
続

き
、平
成
21
年
度
事
業
報
告
・
会
計
報
告
、平
成

22
年
度
事
業
計
画
案
・
予
算
案
の
審
議
が
行
わ

れ
、満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
も
継
続
し
た「
卒
業
生
の
紹
介
に
よ
る

受
験
料
優
遇
制
度
」で
は
、２
０
１
０
年
度
入
試

で
60
件
の
ご
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ご
紹
介

数
は
２
０
０
２
年
の
制
度
開
始
以
来
、年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。会
員
の
皆
様
の
温
か
い
ご
協
力
に
、

心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
平
成
22
年
度
　

部
会
創
立
35
周
年
記
念
行
事
の
ご
案
内
】

※
開
催
予
定
（
実
施
済
み
を
含
む
）

◎
国
語
国
文
部
会

平
成
22
年
10
月
30
日（
土
）

「
江
戸
文
化
を
味
わ
う
〜
屋
形
船
で
落
語
を
楽
し

む
〜
」

◎
英
語
英
文
部
会

平
成
22
年
6
月
27
日（
日
）

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東
京

「
第
５
回
情
報
交
換
会
」

◎
家
政
・
生
活
学
部
会

平
成
22
年
11
月
23
日（
火
・
祝
）11：

00
〜

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

「
魔
法
の
布
”ふ
ろ
し
き
“の
魅
力
」

◎
食
物
栄
養
部
会

平
成
23
年
2
月
13
日（
日
）12：

00
〜

如
水
会
館
　
食
物
栄
養
学
科
共
催

講
演
会「
卒
業
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
食
べ
る
こ
と

も
う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
」・
懇
親
会

◎
幼
児
教
育
部
会

平
成
22
年
8
月
7
日（
土
）

幼
児
教
育
研
修
会
後
援

「
保
育
の
基
本
〜
子
ど
も
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
る

〜
」

◎
初
等
教
育
部
会

平
成
22
年
8
月
29
日（
日
）12：

00
〜

十
文
字
学
園
女
子
大
学
カ
フ
ェ
テ
リ
ア

「
初
教
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
」

◎
教
養
部
会

平
成
22
年
10
月
31
日（
日
）

「
懇
親
会
バ
ス
ツ
ア
ー
」

◎
社
会
情
報
部
会
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
部
会

平
成
22
年
9
月
26
日（
日
）11：

30
〜
14：

30

八
芳
園

「
プ
ロ
か
ら
学
ぶ
和
食
マ
ナ
ー
作
法
と
日
本
料
理

を
堪
能
」

◎
人
間
福
祉
部
会

名
簿
の
整
理
と
管
理
、部
会
活
動
の
体
制
整
備
と

学
科
行
事
へ
の
協
力
な
ど

◎
人
間
発
達
心
理
部
会

名
簿
の
整
理
と
管
理
、部
会
活
動
の
体
制
整
備
と

学
科
行
事
へ
の
協
力
な
ど

心
温
ま
る
再
会
の
ひ
と
と
き

増
田
吉
史
副
学
長
の
挨
拶
に
続
き
、元
食
物
栄

養
学
科
長
の
笹
子
謙
治
先
生
が
乾
杯
の
ご
発
声
。

シ
ャ
ン
パ
ン
グ
ラ
ス
が
涼
や
か
に
響
き
合
う
な
か
会

食
へ
。い
つ
も
な
が
ら
料
理
も
大
変
好
評
で
し
た
。

恩
師
・
旧
知
の
友
と
の
楽
し
い
懇
談
の
後
、「
第

３
回
還
暦
を
祝
う
会
」で
満
60
歳
を
迎
え
た
卒
業

生
に
お
祝
い
の
花
束
を
贈
呈
。続
い
て
、お
知
ら
せ

コ
ー
ナ
ー
で
は
、宮
城
道
子
先
生
か
ら「
第
２
回
わ

た
し
と
建
学
理
念
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」（
女
性
と
情

報
研
究
セ
ン
タ
ー
）応
募
の
ご
案
内
が
あ
り
ま
し

た
。ま
た
、当
日
は
卒
業
生
向
け
の
人
間
福
祉
学

科
の
編
入
学
相
談
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

恒
例
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
は
、理
事
長
、学
長
を

は
じ
め
多
く
の
教
職
員
か
ら
豪
華
な
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
用
意
さ
れ
、会
場
は
沸
き
立
ち
ま
し
た
。今
回
30

人
程
参
加
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
大
は
し
ゃ
ぎ
。

会
場
の
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
か
ら
眺
め
る
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
芝
生
は
美
し
い
緑
の
絨
毯
の
よ
う
に
一
面
に

広
が
り
、や
さ
し
い
そ
よ
風
が
吹
く
な
か
、し
ば
し

団
ら
ん
を
楽
し
み
、和
や
か
に
閉
会
し
ま
し
た
。

総
会
な
ど
で
会
員
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
貴

重
な
ご
感
想
や
ご
意
見
は
、今
後
の
活
動
が
ま
す

ま
す
充
実
す
る
よ
う
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

第
２
部「
懇
親
会
」

総
会
・
懇
親
会
、今
年
も
華
や
か
に

第
１
部「
総
会
」

宮丸凱史学長のご挨拶。

家政科・幼児教育科第3回卒業生。
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今
年
で
44
回
目
を
迎
え
る
桐
華
祭
が
10
月
23
日
（
土
）・
24
日

（
日
）に
開
催
さ
れ
る
。当
日
は
研
究
発
表
・
展
示
、ダ
ン
ス
発
表
、

模
擬
店
を
実
施
。２
日
目
に
は
、ハ
ラ
イ
チ
、あ
め
ん
、三
浦
春
馬

氏
が
出
演
す
る
お
笑
い
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
＆
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
開
催
さ

れ
る
。学
生
は
も
ち
ろ
ん
、老
若
男
女
を
問
わ
ず
、フ
ァ
ミ
リ
ー
で

も
楽
し
め
る
学
園
祭
に
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

天羽洋子／記者
社会情報学部
コミュニケーション学科１年
佐藤クラス

愛読書●
『つきのふね』
森 絵都

上柿茜／記者
社会情報学部
コミュニケーション学科１年
島村クラス

愛読書●
『砂漠』
伊坂幸太郎

生島成美／記者
人間生活学部
児童幼児教育学科２年
井口・綾井クラス

愛読書●
『100回泣くこと』
中村 航

上野志織
社会情報学部
コミュニケーション学科２年
亀田クラス

私のリラックス法●自分の
ベットで読書。特に東野圭
吾の本が好きです。

岡本ゆかり／記者
社会情報学部
コミュニケーション学科２年
角田クラス

愛読書●
『ブギーポップは笑わない』
上遠野浩平

大野詩歩／記者
人間生活学部
児童幼児教育学科２年
井口・綾井クラス

愛読書●『フリー：〈無料〉
からお金を生みだす新戦略』
クリス・アンダーソン

小糸千尋／記者
社会情報学部
コミュニケーション学科２年
亀田クラス

愛読書●
『ナラタージュ』
島本理生

松岡みどり／記者
人間生活学部
児童幼児教育学科２年
増田・山本クラス

愛読書●
『八日目の　』
角田光代

水野遥／記者
社会情報学部
コミュニケーション学科２年
設楽クラス

愛読書●
『図書館戦争』
有川 浩

赤尾香澄／記者
社会情報学部
コミュニケーション学科１年
佐藤クラス

愛読書●
『告白』
湊 かなえ

三浦秀佳／記者
社会情報学部
コミュニケーション学科１年
設楽クラス

愛読書●
『博士の愛した数式』
小川洋子

黒津友里／記者
社会情報学部
コミュニケーション学科１年
角田クラス

愛読書●
『もったいない主義』
小山薫堂

E d i t o r , s  N o t e
［こちら編集部］ 

◆
イ
ベ
ン
ト
◆

【
ダ
ン
ス
発
表
】23
日
（
土
）11
時
〜
、無
料
、観
覧
自
由

【
お
笑
い
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
＆
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
】24
日
（
日
）13
時
30
分
開

場
、14
時
30
分
開
演
、チ
ケ
ッ
ト
は
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
に
て
お
買
い
求

め
く
だ
さ
い（
１
２
０
０
円
、当
日
券
な
し
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

【
チ
ケ
ッ
ト
】実
行
委
員
会
イ
ベ
ン
ト
局：

０
９
０
｜
６
５
３
０
｜

１
７
０
２（
月
〜
土
12
時
〜
17
時
）

【
学
園
祭
】学
生
生
活
課：

０
４
８
｜
４
７
７
｜
０
５
５
７（
内
線

２
６
０
〜
２
６
５
）

※
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

2年
生 

1年生 

渡邊真希恵／解説委員
人間生活学部
児童幼児教育学科４年
流田ゼミ

愛読書●
『モモ』
ミヒャエル・エンデ

関根由貴／解説委員
社会情報学部
コミュニケーション学科４年
佐藤ゼミ

愛読書●
『ピンチをチャンスに変える51
の質問』 本田 健

加藤優美／編集長
社会情報学部
コミュニケーション学科３年
佐藤ゼミ

愛読書●
『かすみ草のおねえさん』
俵 万智

上野志織／総合デスク副編集長
社会情報学部
コミュニケーション学科３年
亀田ゼミ

愛読書●『これからの正義の話
をしよう：いまを生き延びるため
の哲学』 マイケル・サンデル

今井友里子／副編集長
人間生活学部
食物栄養学科３年
小谷ゼミ

愛読書●
『裏庭』
梨木香歩

小林いずみ／副編集長
人間生活学部
食物栄養学科３年
志村ゼミ

愛読書●『手紙屋：僕の就職
活動を変えた十通の手紙』
喜多川 泰

小林夏美／副編集長
人間生活学部
食物栄養学科３年
服部ゼミ

愛読書●
『もものかんづめ』
さくらももこ

中園千絵／副編集長
社会情報学部
コミュニケーション学科３年
松永ゼミ

愛読書●
『図書館戦争』
有川 浩

代真規子／解説委員
社会情報学部
コミュニケーション学科４年
向後ゼミ

愛読書●
『ゆるいカーブ』
加藤千恵

中根知美／解説委員
社会情報学部
コミュニケーション学科４年
角田ゼミ

愛読書●
『ライオンハート』
恩田 陸

野島勝江／解説委員
人間生活学部
児童幼児教育学科４年
黒瀬ゼミ

愛読書●
『徳川家康』
山岡荘八

三角香保里／解説委員
人間生活学部
児童幼児教育学科４年
清水ゼミ

愛読書●
『一年一組せんせいあのね』
鹿島和夫／灰谷健次郎

森平祐衣／解説委員
社会情報学部
社会情報学科４年
中尾ゼミ

愛読書●
『そういうふうにできている』
さくらももこ

吉原梨恵／解説委員
社会情報学部
社会情報学科４年
泉ゼミ

愛読書●
『心霊探偵八雲』
神永 学

リュウシュクエン／解説委員
社会情報学部
社会情報学科４年
小野ゼミ

愛読書●
『旅に出たくなる地図』
帝国書院編集部

吉岡彰子／解説委員長
社会情報学部
コミュニケーション学科４年
松永ゼミ

愛読書●
『ぼくは勉強ができない』
山田詠美

吉村文葉／解説副委員長
社会情報学部
コミュニケーション学科４年
松永ゼミ

愛読書●
『ハリーポッター』シリーズ
Ｊ・Ｋ・ローリング

新井唯香／解説委員
社会情報学部
社会情報学科４年
中尾ゼミ

愛読書●
『おいしいコーヒーのいれ方』
村山由佳

池田由佳／解説委員
社会情報学部
コミュニケーション学科４年
角田ゼミ

愛読書●
『非属の才能』
山田玲司

十
文
字
学
園
女
子
大
学
の
旬
な
情
報
を
お
届
け
す
る
の
は
、 

新
た
に
９
名
の
学
生
を
迎
え
、31
名
に
な
っ
た
学
生
編
集
部
。 

今
年
度
も
、持
ち
前
の
知
性
と
体
力
を
総
動
員
し
て
、 

キ
ャ
ン
パ
ス
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。 

そ
の
根
源
と
な
っ
て
い
る
「
愛
読
書
」
に
も
ご
注
目
く
だ
さ
い
。 

4年生
 

3年生 

佐々木亜耶可／記者
社会情報学部
コミュニケーション学科２年
松永クラス

愛読書●
『高瀬舟』
森 外
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ら
ゆ
る
世
代
と
立
場
の
人
が
地
域
福
祉

を
考
え
る
出
会
い
の
場
で
、人
と
の
つ
な

が
り
が
で
き
ま
す
。自
分
の
仕
事
で
も
地

域
福
祉
を
意
識
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
、

今
の
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
探
す
よ
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
」と
話
し
、向
学
意
欲

の
高
い
現
場
の
諸
先
輩
や
住
民
の
方
々
か

ら
刺
激
を
受
け
た
よ
う
だ
。ま
た
ゼ
ミ
の

学
生
は
、テ
キ
ス
ト
だ
け
で
は
学
べ
な
い

先
駆
的
な
実
践
に
取
り
組
む
人
か
ら
直

接
そ
の
手
法

を
学
び
、地
域

福
祉
へ
の
関

心
を
高
め
て

い
る
。
そ
の
経

験
を
生
か
し
、

卒
業
研
究
や

就
職
活
動
に

も
取
り
組
ん

で
い
る
。

大
学
２
年
生
か
ら
現
在
ま
で
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
新

座
市
の
小
学
校
で
発
達
障
が
い
の
あ
る

ひ
と
り
の
子
ど
も
と
か
か
わ
っ
て
い
る
。

指
導
内
容
は
お
も
に
学
習
面
と
生
活

面
の
サ
ポ
ー
ト
だ
が
、は
じ
め
は
ど
う
接

す
れ
ば
よ
い
の
か
悩
む
毎
日
だ
っ
た
。し

か
し
、
ゼ
ミ
の
岡
村
先
生
に
指
導
を
受

け
、ま
た
小
学
校
の
先
生
や
支
援
員
の
方

た
ち
と
連
携
を
取
り
合
っ
て
情
報
を
共

有
し
、何
が
い
ち
ば
ん
大
切
な
サ
ポ
ー
ト

な
の
か
を
模
索
し
て
き
た
。

ま
た
、活
動
を
続
け
る
な
か
で
、子
ど

児
童
教
育
専
攻
で
は
5
月
か
ら
7
月
に

か
け
て
、新
座
市
の
小
学
校
を
中
心
に
４

年
生
57
人
が
教
育
実
習
に
取
り
組
ん
だ
。

こ
れ
ま
で
大
学
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
で
培
っ
て
き
た
実
践
的
指
導
力
を
、小

学
校
の
現
場
で
さ
ら
に
磨
く
よ
い
機
会
と

な
っ
た
。学
生
た
ち
は
持
ち
前
の
明
る
さ

を
生
か
し
、
期
待
ど
お
り
に
力
を
発
揮
。

実
習
先
の
小
学
校
か
ら
は
と
て
も
高
い
評

価
を
い
た
だ
い
た
。

実
習
を
終
え
た
長
尾
富
士
子
さ
ん
は

「
２
年
生
の
ク
ラ
ス
で
４
週
間
、30
人
の
素

直
な
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。児
童
た
ち
に
は
そ
れ

ぞ
れ
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
や
課

題
が
あ
る
中

で
、
ど
の
よ
う

に
か
か
わ
る
か

な
ど
多
く
の
学

び
が
あ
り
ま
し

た
」
と
話
し
て

い
る
。

６
月
５
日（
土
）、４
年
生
に
よ
る
臨
地

実
習（
給
食
運
営
・
経
営
管
理
、臨
床
実

習
）
報
告
会
が
開
催
さ
れ
、
午
前
は
３
・

４
年
生
２
２
７
人
、
午
後
は
２
・
４
年
生

２
０
０
人
が
参
加
し
た
。

実
習
先
68

施
設
の
う

ち
、
新
座
市

立
石
神
小
学

校
や
東
京
都

立
神
経
病
院

な
ど
16
施
設

で
の
実
習
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
参
加
し
た
２
年

生
か
ら
は「
各
施
設
の
特
徴
や
病
院
の
状

況
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」と

の
声
が
。ま
た
、３
年
生
は「
ス
ラ
イ
ド
や

レ
ジ
ュ
メ
の
作
成
な
ど
事
前
準
備
か
ら
当

日
の
司
会
・
進
行
ま
で
、報
告
会
に
向
け

て
の
努
力
が
す
ば
ら
し
か
っ
た
。４
年
生

に
な
っ
た
と
き
、同
じ
よ
う
に
後
輩
に
伝

え
ら
れ
る
よ
う
、改
め
て
意
識
を
高
く
し

て
学
習
し
て
い
こ
う
と
思
っ
た
」と
い
う
。

昨
年
は
３
・
４
年
生
だ
け
の
参
加
だ
っ

た
が
、本
年
は
２
年
生
も
参
加
で
き
る
よ

う
に
な
り
、出
席
者
よ
り
好
評
を
得
た
。

今
年
で
５
年
目
を
迎
え
る「
埼
玉
県
福

祉
で
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
」で
は
、県
内

の
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
家
と
実
践
者
が
集

い
、地
域
で
自
立
生
活
を
支
援
す
る
方
法

と
仕
組
み
に
つ
い
て
学
び
合
っ
て
い
る
。７

月
に
は
、
埼
玉
県
福
祉
政
策
課
の
事
業

「
地
域
支
え
合
い
の
仕
組
み
に
つ
い
て
」の

担
当
職
員
が
報
告
を
行
っ
た
。

本
学
か
ら
は
佐
藤
ゼ
ミ
の
学
生
や
卒

業
生
を
含
め
、
25
人
が
参
加
。
ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
職
員
で
あ
る
卒
業

生
の
２
人
は
、「
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
あ

見
学
し
た
。小
嶋
先
生
の
授
業
で
は
、学

生
た
ち
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
雑
誌
を
編
集
。

今
後
の
活
動
が
楽
し
み
だ
。

５
月
か
ら
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
よ
る
情
報

発
信
を
開
始
し
た
。
授
業
連
絡
な
ど
学

生
へ
の
諸
連
絡
を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な

行
事
の
感
想
、教
員
の
個
性
あ
ふ
れ
る
コ

メ
ン
ト
、果
て
は
お
い
し
い
ベ
ー
グ
ル
屋

に
つ
い
て
ま
で
情
報
満
載
だ
。英
語
英
文

専
攻
で
今
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
、ホ
ッ

ト
な
情
報
を
即
時
に
伝
え
る
と
い
う
目

的
を
果
た
し
て
い
る
。学
生
か
ら
も「
先

生
の
コ
メ
ン
ト
を
読
む
の
が
楽
し
み
！
」

と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

７
月
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
大
幅
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
。１
・
２
年
生
か
ら
な
る
９
人

の
ウ
ェ
ブ
リ
ポ
ー
タ
ー
が
「
チ
ー
ム
○９
」

（
写
真
）を
結
成
し
、イ
ベ
ン
ト
後
記
、卒

業
生
や
教
員
へ
の
突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
―
記

事
な
ど
を
執
筆
。

順
次
ア
ッ
プ
し
て

い
く
予
定
だ
。
ツ

イ
ッ
タ
ー
で
簡
単

に
紹
介
し
た
記
事

も
学
生
が
書
い
て

い
る
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

も
た
ち
と
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
も
で

き
た
。現
場
で
子
ど
も
の
発
達
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
は
、
自
分
の
探
求
心
を
伸
ば

し
、楽
し
さ
を
見
つ
け
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ

る
。こ
こ
で
の
学
び
を
テ
ー
マ
に
、現
在
卒

業
論
文
に
取
り
組
ん
で
い
る
。こ
の
経
験

を
生
か
し
、将
来
は「
臨
床
発
達
心
理
士
」

の
資
格
を
取
得
し
、子
ど
も
た
ち
の
役
に

立
て
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

（
４
年
　
山
田
千
尋
）

猛
暑
の
夏
も
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
学
生

た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
楽
し
み
、勉

学
に
励
ん
だ
。

６
月
に
は
、女
性
講
談
師
の
日
向
ひ
ま

わ
り
氏
に
よ
る
講
談
入
門
講
座
が
開
催

さ
れ
、迫
力
の
あ
る
語
り
の
世
界
に
、あ

っ
と
い
う
間
に
引
き
こ
ま
れ
た
。日
向
氏

の
ご
指
導
の
も
と
、学
生
た
ち
も「
平
家

物
語
」の
講
談
に
挑
戦
。１
年
生
の
楓
山

さ
ん
は
ポ
ッ
プ
風
に
、八
久
保
さ
ん
は
ロ

ッ
ク
風
に
語
り
、「
大
き
な
声
を
出
す
っ

て
楽
し
い
！
」と
話
し
て
い
た
。

ま
た
声
優
の
専
門
学
校
を
出
て
、現
在

セ
ミ
プ
ロ
と
し
て
活
動
し
て
い
る
卒
業
生

の
安
川
有
希
さ
ん
が
、ゲ
ス
ト
と
し
て
授
業

に
参
加
し
て
く
れ
た
。歌
舞
伎
の
演
目『
う

い
ろ
う
売
り
』の
長
台
詞
を
披
露
し
、そ
の

滑
舌
の
よ
さ
に
学
生
た
ち
は
び
っ
く
り
。

ほ
か
に
は
、加
藤
先
生
と
清
水
先
生
の

授
業
で
「
宝
塚
歌
劇
」
を
観
劇
、
東
先
生

の
授
業
で
「
三
菱
一
号
館
美
術
館
」「
国

際
こ
ど
も
図
書
館
」を
、赤
間
先
生
の
授

業
で「
東
京
国
立
近
代
美
術
館
」な
ど
を

さ
ま
ざ
ま
な
人
が
集
い

地
域
福
祉
の
知
見
を
共
有

人
間
福
祉
学
科

57
人
が
教
育
実
習
を
修
了

現
場
で
実
践
力
を
伸
ば
す

児
童
幼
児
教
育
学
科

児
童
教
育
専
攻

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
現
場
で

子
ど
も
の
発
達
を
実
感

人
間
発
達
心
理
学
科

今
年
は
２
年
生
も
参
加

臨
地
実
習
報
告
会
が
好
評

食
物
栄
養
学
科

改
正
育
児
介
護
休
業
法
が
施
行
さ
れ

る
前
夜
の
6
月
29
日（
火
）、
東
京
・
三
田

に
あ
る
「
女
性
と
仕
事
の
未
来
館
」で
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
主

催
の「
さ
ん
き
ゅ
ー
パ
パ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
開
か
れ
た
。現
代
社
会
コ
ー
ス
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ス
タ
デ
ィ（
体
験
型
演
習
）「
男
女
共

同
参
画
社
会
」（
担
当
・
大
友
由
紀
子
准

教
授
）
で
は
、
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
育

児
に
積
極
的
に
か
か
わ
る
父
親「
イ
ク
メ

ン
」の
体
験
を
知
る
た
め
、こ
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
参
加
し
た
。

育
児
休
暇
を
取
得
し
た
イ
ク
メ
ン
た
ち

は
、「
な
ぜ
こ
ん
な
に
楽
し
い
こ
と
に
世
の

中
の
男
性
は
参
加
し
な
い
の
だ
ろ
う
」と
、

異
口
同
音
に
育
児
の
す
ば
ら
し
さ
を
語
っ

て
い
た
。
復
職
後
は
、
職
場
の
育
児
支
援

体
制
づ
く
り
に
取
り
組
む
男
性
も
い
た
。

育
児
は
女
性
の
み
が
担
わ
ず
、男
性
も

含
め
た
社
会

全
体
で
取
り

組
む
こ
と
が
、

女
性
の
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
を
保
つ
う
え

で
も
非
常
に

重
要
で
あ
る

と
実
感
し
た
。

（
１
年
　
植
竹

恵
美
香
）

F r o m  F a c u l t i e s

私
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
興
味
が
あ

り
、
こ
れ
ま
で
情
報
に
関
す
る
勉
学
に

励
ん
で
き
た
。
情
報
関
係
の
授
業
を
積

極
的
に
履
修
し
、
ゼ
ミ
で
も
Ｊ
Ｓ
Ｐ
／

サ
ー
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
名
簿
管
理
シ

ス
テ
ム
を
作
成
し
て
い
る
。ま
た
、昨
年

M
icrosoft

C
ertified

A
pplication

S
pecialist

（
Ｍ
Ｃ
Ａ
Ｓ
）の
資
格
を
、こ

の
春
に
は
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
得
し

た
。
３
年
生
で
あ
る
現
在
は
就
職
活
動

を
進
め
な
が
ら
、
基
本
情
報
技
術
者
の

資
格
取
得
を
目
指
し
て
い
る
。厳
し
い
就

職
状
況
だ
が
、し
っ
か
り
と
意
思
を
も
っ

て
乗
り
切
り
た
い
。

ま
た
、
学
園
祭
の
委
員
会
と
し
て
桐

華
祭
の
準
備
活
動
に
も
参
加
し
て
い
る
。

来
場
者
の
方
々
に
安
全
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
、
学
園
祭
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
う
。

（
３
年
　
志
村
桃
香
）

厳
し
い
就
職
戦
線
を
勝
ち
抜
い
た
４

年
生
２
人
に
、
就
職
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

を
聞
い
た
。

茂
呂
静
香
さ
ん（
写
真
左
）は
大
学
で

■
社
会
情
報
学
部
　
■
人
間
生
活
学
部
　
■
短
期
大
学
部

学
科
ト
ピ
ッ
ク
ス

学
ん
だ
会
計
の
知
識
と
情
報
技
術
を
生

か
せ
る
大
手
金
融
機
関
の
シ
ス
テ
ム
系

企
業
に
進
む
道
を
選
ん
だ
。

「
就
活
は
早
め
に
始
め
て
、で
き
る
だ

け
た
く
さ
ん
面
接
を
受
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。本
番
で
鍛
え
る
こ
と
で
、力
が

つ
く
と
思
い
ま
す
。ま
た
周
り
が
決
ま
っ

て
も
焦
ら
ず
、マ
イ
ペ
ー
ス
で
」

第
一
志
望
だ
っ
た
大
手
生
命
保
険
会

社
の
内
定
を
勝
ち
取
っ
た
志
甫
真
奈
美

さ
ん（
写
真
右
）は
さ
わ
や
か
な
笑
顔
が

印
象
的
。

「
何
ご
と
も
時
間
に
余
裕
を
持
ち
、就

活
を
楽
し
む

気
持
ち
が
大

切
だ
と
思
い

ま
す
。
面
接

で
は
笑
顔
で

は
き
は
き
と

話
す
よ
う
に

し
ま
し
た
」

自
ら
選
ん

だ
道
を
進
む

２
人
に
心
か

ら
エ
ー
ル
を

送
り
た
い
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ス
で
は
今
年
も

英
語
教
職
の
教
育
実
習
が
行
わ
れ
た
。

４
年
生
の
大
場
由
記
子
さ
ん
は
5
月
24

日
（
月
）
か
ら

３
週
間
、
母

校
の
東
松
山

市
立
松
山
中

学
校
で
教
壇

に
立
ち
、
教

師
の
抱
え
る

困
難
や
喜
び

の
一
端
を
体

験
し
て
き
た
。

実
習
ま
で

準
備
は
し
て

い
た
が
、
い

ざ
現
場
に
入

る
と
十
人
十

色
で
あ
る
生
徒
と
の
距
離
の
取
り
方
に

戸
惑
う
毎
日
。加
え
て
、自
分
の
教
え
方

に
も
自
信
を
失
い
そ
う
に
な
っ
た
。そ
れ

で
も
１
時
間
の
授
業
は
や
り
遂
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

「
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
精
い
っ
ぱ
い

や
る
し
か
な
い
」。そ
う
思
い
定
め
る
と
、

悩
み
は
吹
っ
切
れ
た
。
持
ち
前
の
積
極

性
を
ぶ
つ
け
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
受

け
止
め
て
く
れ
た
。
自
分
の
思
い
が
彼

ら
に
伝
わ
る
喜
び
、
さ
ら
に
授
業
の
構

成
か
ら
内
容
の
す
べ
て
に
自
分
の
創
意

工
夫
が
生
か
せ
る
教
育
の
面
白
さ
に
気

が
つ
い
た
。

教
育
実
習
の
期
間
中
、
中
学
校
の
先

生
方
か
ら
は
一
社
会
人
、
一
教
員
と
し

て
扱
わ
れ
、「
強
い
責
任
感
を
感
じ
る

と
と
も
に
人
間
と
し
て
大
き
く
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
大
場
さ
ん
は

語
っ
て
い
る
。

就
職
活
動
の
コ
ツ
は

焦
ら
ず
楽
し
む
こ
と

社
会
情
報
学
科

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
コ
ー
ス

「
イ
ク
メ
ン
」の
体
験
に
触
れ

育
児
の
あ
り
か
た
を
見
直
す

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

現
代
社
会
コ
ー
ス

教
員
と
学
生
が
コ
ラ
ボ
で
伝
え
る 

ス
タ
ッ
フ
が
新
た
な
メ
ン
バ
ー
に
変
わ

り
、
今
年
で
二
度
目
の
夏
を
迎
え
た
実

習
指
導
室
。
学
生
た
ち
の
成
長
を
実
感

す
る
こ
と
が
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
３
人（
長

年
保
育
現
場
で
活
躍
さ
れ
て
き
た
小
池

イ
ヨ
子
先
生
、金
子
千
代
先
生
、筆
者
鈴

木
晴
子
）の
楽
し
み
で
あ
る
。毎
日
た
く

さ
ん
の
学
生
が
来
室
す
る
が
、学
生
目
線

か
ら
見
た
実
習
指
導
室
に
つ
い
て
、３
年

生
10
人
に
突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う

と
、次
の
よ
う
な
意
見
が
返
っ
て
き
た
。

「
実
習
指
導
室
に
は
、先
輩
が
書
き
残
し

て
く
れ
た
実
習
園
の
資
料
が
置
い
て
あ

り
、
園
の
様
子
を
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
実
習
に
向
け
て
不
安
だ
け

で
は
な
く
楽
し
み
も
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
」

「
先
生
方
に
質
問
す
る
と
、私
た
ち
の
気

持
ち
を
理
解
し
た
う
え
で
、
わ
か
り
や

す
く
答
え
て
く
れ
る
」

「
実
習
指
導
室
に
入
る
前
は
と
て
も
緊

張
す
る
が
、
退
室
し
た
後
は
安
心
感
で

気
分
は
爽
快
に
な
る
」

「
何
で
も
相
談
し
に
行
け
て
、学
生
に
と

っ
て
心
の
支
え
に
な
る
の
が
実
習
指
導

室
。
先
生
は
私
た
ち
の
た
め
に
環
境
を

整
え
て
く
れ
て
い
る
」

実
習
直
前
の
緊
張
感
の
な
か
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
。（

助
手
鈴
木
晴
子
記
）

Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
を
磨
き

充
実
し
た
学
生
生
活

社
会
情
報
学
科

デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
コ
ー
ス

実
習
を
通
じ
て
深
ま
る

学
生
と
教
員
の
絆

児
童
幼
児
教
育
学
科

幼
児
教
育
専
攻

生
徒
に
思
い
を
ぶ
つ
け
た

教
育
実
習
体
験

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ス

ツ
イ
ッ
タ
ー
や
Ｈ
Ｐ
で

積
極
的
に
情
報
発
信

短
期
大
学
部
文
学
科

英
語
英
文
専
攻

小学２年生の算数の授業に取り組
む長尾富士子さん。

講
談
に
も
挑
戦
！

多
彩
な
課
外
授
業
を
実
施

短
期
大
学
部
文
学
科

国
語
国
文
専
攻

１・２年生。国際こども図
書館の前で。
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E x t e n s i o n  N e w s エクステンションセンターから

2010年度10月～3月の「公開講座」
下記のとおり十文字学園女子大学公開講座を開催します。ふるってご参加ください。

公開講座のお知らせは、本学ホームページにも掲載しています。

エクステンションセンター
E-mail ： ext@jumonji-u.ac.jp
TEL ： 048-477-0579（直通）

※平日9時～17時、土曜9時～13時

FAX ： 048-477-0764

人間発達心理学科講演会
フランスの乳幼児の発達支援・子育て
支援・教育の現在
日時s10月16日（土）13:00～14:50
講師sシルヴィ・レイナ氏（パリ13大学教授

兼国立教育研究所主任研究員）

定員s200名
共催s日仏教育学会
埼玉まなびぃプロジェクト協賛事業

桐華祭講演会
ミュージカルの楽しみ方
～「オペラ座の怪人」と「シカゴ」と～
日時s10月24日（日）14:00～16:00
講師s渡辺 保氏（演劇評論

家／本学客員教授）

定員s250名
埼玉まなびぃプロジェクト協賛事業

コミュニケーション学科公開講座
人生、より多く生きる
日時s11月6日（土）13:00～15:00
講師s新井晴み氏（女優・画家・エッセイスト）

定員s200名
埼玉まなびぃプロジェクト協賛事業

食物栄養学科公開講座
高齢者のための調理教室
日時s12月11日（土）13:00～15:30
講師s岩本珠美（人間生活学部准教授）

定員s40名
備考s［調理実習材料費］500円／［持

ち物］エプロン、三角巾、上履き
共催s十文字学園女子大学「若桐会」食

物栄養部会

人間福祉学科シンポジウム
あらためて高齢者介護とは何か
～これからの10年を展望して～
日時s12月18日（土）13:30～15:30
シンポジストs

小島美里氏（特定非営利活動法人暮らし
ネット・えん代表理事）、田部井康夫氏（群

馬県認知症の人と家族の会代表・デイみさと

管理者）、新井幸恵（人間生活学部准教授）

定員s200名

埼玉まなびぃプロジェクト協賛事業

十文字学園女子大学女性と情報研究セ
ンター・高齢社会生活研究所合同企画
映画『折り梅』にみる老いの幸せ
日時s11月27日（土）12:55～16:15
鼎談者s

松本侑壬子氏（映画評論家／本学非常
勤講師）、新井幸恵（人間生活学部准教
授）、戸田京子氏（翔洋会 老人保健施
設ふきのとう事務長／本学非常勤講師）

定員s200名
埼玉まなびぃプロジェクト協賛事業

十文字学園女子大学高齢社会生活研
究所主催講演会

『遠野物語』を生み出したもの
日時s2月5日（土）13:30～15:30
講師s森尻純夫氏（インド・マンガロール大

学客員教授）

定員s150名
埼玉まなびぃプロジェクト協賛事業

子ども大学にいざ（新座市内大学公開
講座）
十文字で遊ぼう十文字で学ぼう
子ども音楽鑑賞教室
日時s12月4日（土）14:00～16:00
講師s清水玲子（人間生活学部教授）、真園

ありす氏（声楽家）

定員s170名
対象s小学生／一般
主催s十文字学園女子大学・新座市教

育委員会
企画・運営s子ども大学にいざ実行委

員会
（十文字学園女子大学・埼玉県

教育局・新座市教育委員会・

NPO法人新座子育てネットワ

ーク）

予約方法／お問い合わせ先

参加ご希望の方は、必ず事前に電話・メー
ル・FAXのいずれかでご予約ください。先

着順で、定員となり次第締め切りとさせて
いただきます。

◇E-mail・FAXでのお申込み方法
○1 受講希望の講座名 ○2 日にち ○3 氏名
（ふりがな）○4 電話番号 ○5 講座をお知り
になった媒体をご記入の上、ご送信くだ
さい。
E-mail：ext@jumonji-u.ac.jp
※「受付完了」の返信メールが届いた時点で受付
完了となります。定員超過の場合はご連絡いた
します。

FAX：048-477-0764（エクステンション
センター直通）

◇電話でのお申込み方法
平日9時～17時、土曜日9時～13時にお
電話ください。
TEL：048-477-0579（エクステンション
センター直通）

◇子ども大学にいざ（新座市内大学公開
講座）

《申込締切》11月12日（金）必着
※結果は11月26日（金）ごろ通知

《申込方法》はがき、またはFAXで、○1講座
名「子ども音楽鑑賞教室」○2 氏名（ふり
がな）○3 小学校名・学年（小学生の場合
のみ記入）○4 郵便番号・住所 ○5 電話番
号をご記入の上､下記までお申し込みくだ
さい。
※複数名で申込む場合は、○2 氏名（ふりがな）、○3
小学校名・学年のみ全員分を記入してください。

《申込先》新座市教育委員会生涯学習課
〒352-8623 埼玉県新座市野火止1-1-1
TEL：048-477-1111（内線1836）

【受講料について】
全講座無料。
※12月11日「高齢者のための調理教室」では調
理実習材料費500円を集金いたします。

講師の
渡辺保氏

A d m i s s i o n  I n f o 最新入試情報

コミュニケーション学科
12/  3（金）～12/11（土）1期3年次

5名

3/17（木） 3/19（土）
12/16（木） 12/20（月）

3/ 3（木）～ 3/14（月）2期 3/17（木） 3/19（土）

《お問い合わせ》 募集・入試センター 7：0120-8164-10 E-mail：boshuu@jumonji-u.ac.jp

高等学校を平成23年3月卒業見込みの女性で、
全体の評定平均値3.3以上、専願とする。

【選抜方法】
幼児教育学科
s調査書・面接・作文（60分 800字）
児童教育学科、人間発達心理学科、食物栄養学科
s調査書・面接・小論文（60分 800字）

11/  9（火）

出願資格出願期間（郵送：必着） 試験日 合格発表

幼児教育学科 60名
10/26（火）～11/4（木）
12/ 3（金）～12/11（土）

学部・学科（募集定員）

児童教育学科

1期
2期

10/26（火）～11/4（木）
12/ 3（金）～12/11（土）

1期
2期

23名

人間発達心理学科 30名
10/26（火）～11/4（木）
12/ 3（金）～12/11（土）

食物栄養学科人間生活学部

1期
2期

10/26（火）～11/4（木）
10/26（火）～11/4（木）

1期40名

12/16（木）
人間福祉学科 20名

12/ 3（金）～12/11（土）
1期

生活情報学科 30名
10/26（火）～11/4（木）
12/ 3（金）～12/11（土）

メディアコミュニ
ケーション学科

1期
2期

10/26（火）～11/4（木）
12/ 3（金）～12/11（土）

1期
2期

30名

高等学校を平成23年３月卒業見込みの女性で、
専願とする。

【選抜方法】調査書・面接

高等学校を平成23年３月卒業見込みの女性で、
専願とする。

【選抜方法】調査書・面接

国語国文専攻 30名
10/22（金）～10/28（木）
12/  3（金）～12/11（土）

英語英文専攻
短期大学部文学科

1期
2期

2期

10/22（金）～10/28（木）
12/  3（金）～12/11（土）

1期
2期

30名

12/16（木）
11/  9（火）
12/16（木）
11/  9（火）
12/16（木）
11/  9（火）
11/  9（火）

11/  9（火）
12/16（木）
11/  9（火）
12/16（木）
11/ 3（水）
12/16（木）
11/ 3（水）
12/16（木）

2011年度入学生編入学試験学生募集要項でご確認い
ただくか、ホームページでも確認できます。本学募
集・入試センターまでお問い合わせください。

【選抜方法】
社会情報学部
s小論文（60分・800字）、個人面接、出願書類
人間生活学部：児童幼児教育学科幼児教育専攻
s小論文（60分・800字）、個人面接、出願書類
人間福祉学科（社会福祉コース）
s小論文（90分・1200字）、個人面接、出願書類
人間発達心理学科
s小論文（60分・800字）、英語（60分）、個人面接、出願書類

12/16（木） 12/20（月）

出願資格出願期間（郵送：必着） 試験日 合格発表

社会情報学科 3年次
5名

12/  3（金）～12/11（土）

学部・学科（募集定員）

社会情報学部

1期
2期 3/ 3（木）～ 3/14（月）

人間生活学部

児童幼児教育学科
幼児教育専攻

3年次
10名 12/  3（金）～12/11（土） 12/16（木） 12/20（月）

12/16（木） 12/20（月）人間福祉学科
（社会福祉コース）

3年次
5名

12/  3（金）～12/11（土）
3/ 3（木）～ 3/14（月）

1期
2期 3/17（木） 3/19（土）

人間発達心理学科 3年次
5名 12/  3（金）～12/11（土） 12/16（木） 12/20（月）

◎平成23年度推薦入試日程

◎平成23年度編入学入試日程

◎オープンキャンパス
11月28日（日）・12月12日（日）
13：00～16：00
本学に入学を希望する方、興味をお持ちの
方、ぜひご参加ください。

内容s受験生のための在学生によるキャンパス

ツアー、個別説明・相談等を予定しています。
※ＡＯ入試相談・編入学相談も受け付けます。

◎桐華祭・進学相談会
10月23日（土）・24日（日）
10：00～15：00
推薦入試直前の相談会になりますので、
ぜひお越しください。

受付s募集・入試センター窓口
内容s各学科専攻コースの担当教員による
個別説明と相談、募集要項（入学願書）や一
般入試過去問題集等の資料配布。カリキュ
ラムや資格のこと､各入試､学生生活全般に
ついての相談も受け付けます。予約不要。
※ＡＯ入試相談・編入学相談も受け付けます。

◎AO入試相談会（後期）
2月24日（木）・3月8日（火）13：00～
AO入試は下記の学科で実施します。AO入試
を考えている方、志望する学科の教育に興
味・関心のある方のご参加をお待ちしてい
ます。

入試形態・実施学科s

s対話型
＜人間生活学部＞
人間福祉学科・生活情報学科・メディアコミュ
ニケーション学科
＜短期大学部文学科＞
国語国文専攻・英語英文専攻
s有資格者型
＜人間生活学部＞
生活情報学科・メディアコミュニケーション学科
s課題型
＜人間生活学部＞
幼児教育学科・児童教育学科・人間発達心理
学科

【1】本学卒業生の紹介による検定料優遇
〔大学〕
対　象：大学入試センター試験利用入試を除く

すべての入試
検定料：35,000円　→　20,000円
〔短期大学部〕
対　象：推薦入試、一般入試、AO入試
検定料：30,000円　→　20,000円

【2】本学園卒業生（卒業見込みを含む）の検定料免除
十文字学園女子大学、同短期大学部（十文字学園
女子短期大学）、十文字高等学校卒業生（見込み
を含む）の検定料は無料です。受験生をご紹介い
ただける場合、または本学園を卒業された（見込みを
含む）方が受験を希望される場合は、本誌に同封の
「卒業生紹介カード」にご記入のうえFAXにてお申
込みください。出願書類をお送りいたします。

【3】在学生の家族（姉妹、母親など）の検定料優遇
〔大学〕
対　象：大学入試センター試験利用入試を除く

すべての入試
検定料：35,000円　→　20,000円
〔短期大学部〕
対　象：推薦入試、一般入試、AO入試
検定料：30,000円　→　20,000円

★同窓会関係者への入試検定料優遇と免除について　同窓会関係者への入試検定料優遇および免除を以下の通り実施します。

★オープンキャンパス開催時に編入学についての個別相談を行います。相談時に学科の授業内容、単位認定、資格取得、ゼミ等について説明します。編入学を希望する方
は、必ず事前にご参加ください。

★人間福祉学科社会福祉コースについては、23年度編入生から社会福祉士国家試験受験資格取得が可能となります。

11/12（金）

12/20（月）

12/20（月）
11/12（金）
12/20（月）
11/12（金）
12/20（月）
11/12（金）
11/12（金）

11/12（金）
12/20（月）
11/12（金）
12/20（月）
11/ 5（金）
12/20（月）
11/ 5（金）
12/20（月）


